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〈共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（二
）

―
所
引
の

『阿
弥
陀
経
』
註
釈
書
か
ら
見
る
展
望
と
巻
二
翻
刻
―

佐
竹
真
城

・
赤
松
信
映

・
西
村
慶
哉

・
井
上
慶
淳

要
旨
『
法
事
讃
光
明
抄
』
四
巻
は
、
神
奈
川
県
称
名
寺
所
蔵

（神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
管
理
）
に
な
る
国
宝
称
名
寺
聖
教
の
な
か
の

一
書
で
あ
り
、
善
導

（六

一
三
―

六
八

一
）
撰

『
法
事
讃
』
二
巻
を
註
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
撰
者
は
、
法

然

（
一
一
三
二
―

一
二

一
二
）
の
門
下
の

一
人
で
あ
る
覚
明
房
長
西

（
一
一
八
四
―

一
二
六
六
）
で
あ
り
、
本
書
が
彼
の
思
想
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

一
書
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に

『
宗
学
院
論
集
』
九

一
号

（
二
〇

一
九
年
）
に
巻

一
の

翻
刻
と
と
も
に
概
要
を
記
し
て
報
告
し
た
。
小
論
は
そ
の
続
編
に
あ
た
る
も
の
で
、

特
に

『
法
事
讃
』
巻
下
に
お
い
て
全
文
引
用
さ
れ
る

『
阿
弥
陀
経
』
本
文
を
解
釈
す

る
上
で
、
長
西
が
引
用
す
る
諸
師
の

『
阿
弥
陀
経
』
註
釈
書
か
ら
見
え
て
く
る
展
望

を
纏
め
、
あ
わ
せ
て
巻
二
の
翻
刻
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
願

う
も
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

小
論
は
、

「
〈共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教

『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

―
概
要
と
巻

一
翻
刻
―
」
と
題
し
て
発
表
し
た
論
孜
の
続
編
で
あ
り
、
称
名
寺
聖
教

『
法
事
讃
光
明
抄
』
巻
二
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
概
要

な
ら
び
に
巻

一
の
翻
刻
は
前
稿
を
参
照
願
い
た
い
。

ま
た
、
巻
二
の
翻
刻
を
紹
介
す
る
に
あ
た

っ
て
、
本
書
所
引
の

『
阿
弥
陀
経
』
註

釈
書
か
ら
見
る
展
望
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

『
法
事
讃
疑
芥
』
所
引
の

『
阿
弥
陀
経
』
註
釈
書
か
ら
見
る
展
望

（佐
竹
）

『
法
事
讃
疑
芥
』
は
、
巻
二
か
ら
巻
四
に
か
け
て
、

『
法
事
讃
』
巻
下
を
註
釈
し

て
い
る
。

『
法
事
讃
』
巻
下
と
い
え
ば
、

『
阿
弥
陀
経
』

（以
下
、

『
小
経
』
と
略

称
）
を
全
文
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
当
然
な
が
ら

『
法
事
讃
疑
芥
』
巻
二

か
ら
巻
四
に
は

『
小
経
』
の
註
釈
が
施
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
撰
者
で
あ
る
長
西

の

『
小
経
』
理
解
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
価
値
を
有
し
て
い

る
。さ

て
、
本
書
に
お
け
る

『
小
経
』
註
釈
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
、
諸
師
の

『
小

経
』
註
釈
書
を
多
分
に
引
用
し
な
が
ら
註
釈
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
引
用
さ
れ
る

諸
師
の

『小
経
』
註
釈
書
と
引
用
回
数
は
、
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

■

（表
）

『
法
事
讃
疑
芥
』
所
引

『
小
経
』
註
釈
書
と
引
用
回
数

慧

浄

〓
〈
ム
ロ

僧

肇

撰

者

慈

恩

慈
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『
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経
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Ｏ
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用
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一
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二
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一
（巻
三
）
一
（巻
四
）
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※
本
表
の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

『仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
諸
史

料
に
基
づ
い
て
誤
り
を
指
摘
で
き
る
場
合
、
今
日
伝
え
ら
れ
て
い
る
撰
者
を
示
し
た
。

『小
経
』
の
異
訳
で
あ
る
求
那
跛
陀
羅
訳

『
小
阿
弥
陀
経
』

・
玄
英
訳

『
称
讃
浄

土
経
』
の
註
釈
書
も
含
め
る
と
、　
一
七
師

・
二
〇
書
か
ら
、
実
に
三
四
二
回
も
の
引

用
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
な
か
に
は
引
用
後
に

「
●
●
同
之
」

（●
●
＝
人
師

名
）
な
ど
の
よ
う
に
、
同
義
で
あ
る
場
合
に
引
用
を
省
略
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
実
際
は
よ
り
多
く
の
引
用
数
と
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
想
像
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
引
用
典
籍
の
な
か
で
も
、
殊
に
０
今
日
に
は
散
逸
し
て
伝

わ
ら
な
い
典
籍
の
引
用
が
確
認
で
き
る
点
、
国
僧
肇
撰
と
伝
え
ら
れ
る

『
阿
弥
陀
経

疏
』

（以
下
、

『
僧
肇
疏
』
と
略
称
）
が
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て

口
宋
代
典
籍
を
多
く
受
用
し
て
い
る
と
い
う
三
点
は
注
目
に
値
す
る
。
今
回
は
、
こ

の
三
点
の
う
ち
、
特
に
い
国
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

Ｈ
所
引
の

『
小
経
』
註
釈
書
に
お
け
る
散
逸
文
献
に
つ
い
て

『
法
事
讃
疑
芥
』
に
引
用
さ
れ
る

『
小
経
』
註
釈
書
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
表
に

纏
め
た
如
く
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
表
に
お
い
て
網
掛
け
表
記
し
た
典
籍
は
、
今
日

に
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
逸
書
で
あ
る
。
殊
に
、
慈
蔵
や
仁
岳

ｏ
希
深
な
ど
、
中

世
の
浄
土
教
諸
師
も
殆
ど
引
用
し
て
い
な
い
人
師
の
典
籍
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
の
撰
者
で
あ
る
長
西
が
、
広
い
視
野
を
も

っ
て
研
鑽
し
て
い
た
事

実
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、

『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』

（以
下
、

『
長
西
録
』
と

略
称
）
を
纏
め
上
げ
た
こ
と
も
納
得
で
き
る
。
実
際
、

『
長
西
録
』
に
は
、
そ
れ
ら

の
逸
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
逸
書
の
な
か
で
も
、
玄

一
撰

『
阿
弥
陀
経
疏
』

・
円
測
撰

『
阿
弥
陀
経
疏
』

（以
下
、

『
円
測
疏
』
と
略
称
）

。
永
観
撰

『
阿
弥
陀
経
要
記
』

（以
下
、

『
要
記
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
は
、
相
当
回
数
の
引
用
を
確
認
で
き
る

上
、
今
日
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
文
言
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
逸
文
研
究

へ
と
展
開
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け

『
円
測
疏
』
は
、

『
長
西
録
』

に
は

「
円
測
翻
糊
癖
謳
聾
卍
本
」

（
『
仏
全
』
巻

一
、
三
四
三
頁
下
）
と
あ
り
、

『
法
事

讃
疑
芥
』
に
も

「
ア
ミ
タ
経
疏
云
瞬
聯
巌
多
羅
翻
」

（巻
二

・
五
丁
右
）
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
日
に
伝
存
し
て
い
な
い
求
那
跛
陀
羅
訳

『
小
阿
弥
陀
経
』
を
註
釈
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
註
文
は
も
ち
ろ
ん
所
釈
の
経
典
と
い
う
観

点
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、

『
要
記
』
に

つ
い
て
は
、
筆
者
は
す
で
に

『
法
事
讃
疑
芥
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
他
の
古
写
本
お
よ
び
刊
本
等
か
ら
逸
文
を
蒐
集
し
て
発
表
し
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
逸
文
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
思
想
を
窺
う

こ
と
が
で
き
、
永
観
研
究
に
新
見
地
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
鑑
み

れ
ば
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
だ
け
で
完
遂
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、

『
法
事
讃
疑

芥
』
を
端
緒
と
し
て
、
た
と
え
ば
同
じ
称
名
寺
聖
教
の
な
か
の
空
寂
撰

『
法
事
讃
要

略
記
』
二
巻
や
、
道
教
撰

『
法
事
讃
見
聞
集
』

（推
定
）
甲

・
乙
を
は
じ
め
と
し

源

信

戒

度

元

照

智

円

元

暁

『
阿
弥
陀
経
略
記
』

『
阿
弥
陀
経
疏
聞
持
記
』

『
阿
弥
陀
経
疏
』

『
阿
弥
陀
経
義
疏
』

『
阿
弥
陀
経
疏
』

９

“
′

一

14

11

39
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た
、
他
の
古
写
本
や
刊
本
等
か
ら
逸
文
を
蒐
集
し
て
研
究
を
行
う
こ
と
で
、
浄
土
教

研
究
に
新
た
な
視
座
を
設
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

如
上
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
所
引
の

『
小
経
』
註
釈
書
は
、
浄
土
教
研
究
に
重
要
な

意
味
を
持

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
逸
文
研
究
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

同

『
僧
肇
疏
』
に
つ
い
て

僧
肇

（三
七
四
ま
た
は
三
八
四
―
四

一
四
）
は
、
鳩
摩
羅
什
の
門
下
と
し
て
知
ら

れ
、

『
肇
論
』
な
ど
の
著
作
を
残
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、

『
僧
肇
疏
』
に
つ
い

て
は
、

『
長
西
録
』
を
初
見
と
す
る
。

『
僧
肇
疏
』
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
良
忠

撰

『
法
事
讃
私
記
』
に

「
肇
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

内
容
は
、
慈
恩

『
阿
弥
陀
経
疏
』

（以
下
、

『
慈
恩
疏
』
と
略
称
）
と
ほ
ぼ
同

一
で

あ
る
な
ど
、
種
々
の
問
題
を
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

『
慈
恩
疏
』
も
、
今
日
で
は

非
慈
恩
撰
述
書
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
問
題
は
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た

『
僧
肇
疏
』
と

『
慈
恩
疏
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
沢
勇
慈
氏
は
、

『
法
事
讃

私
記
』
に
引
用
さ
れ
る

『
僧
肇
疏
』
と

『
慈
恩
疏
』
を
比
較
研
究
し
、
両
書
の
説
示

は
概
ね

一
致
す
る
が
、
別
時
意
の
説
示
に
大
き
な
相
異
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。

『
僧
肇
疏
』
は
長
ら
く
散
逸
し
て
い
た
が
、
愛
知
県
真
福
寺
大
須
文
庫
に
伝
わ
る

『
漢
書
食
貨
志
第
四
』
の
紙
背
に
、
三
七
〇
行
に
わ
た

っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
も
の

に
、

「
僧
肇
」
と
の
撰
号
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け

て
、
近
年
で
は
曹
勢
仁
氏
が
、
真
福
寺
蔵
本
の

『
僧
肇
疏
』
を
用
い
て
、
小
沢
氏
の

『
慈
恩
疏
』
な
ら
び
に

『
法
事
讃
私
記
』
と
比
較
し
た
研
究
を
深
化
さ
せ
、

『
法
事

讃
私
記
』
に
引
用
さ
れ
る

『
僧
肇
疏
』
と
真
福
寺
蔵
本

『
僧
肇
疏
』
と
の
説
示
が
ほ

ぼ

一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る．
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
に
お
け
る

『
僧
肇
疏
』
と

『慈
恩
疏
』
の
引
用
に
注
目
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
看
取
で
き
る
。

肇
云
、
間
此
経
部
類
多
少
…
…
其
余
二
経
如
前
已
釈
可
知
文
ｏ
慈
恩
与
之
全
同

也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
。
一
丁
右
―
左
）

肇
云
、
今
別
十
六
人
、
其
中
阿
難
雖
非
羅
漢
、
以
徳
望
深
重
故
。
亦
衆
所
知

識
在
此
会
文
ｏ
一鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二
・
一
一
丁
右
）

コ
、
薄
倶
羅
此
云
善
容
…
…
真
実
少
欲
一
銭
亦
不
受
文ｏ
刹
劇
剰
劇
副
Ⅲ
凹０

（巻
二

・
二
〇
丁
右
―
左
）

肇
云
、
智
度
論
云
、
釈
為
能
提
為
天
桓
因
為
主
…
…
上
来
引
証
分
、
亦
云
証

信
序
文
ｏ
恩
釈
全
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
二

・
二
三
丁
右
）

恩
云
、
智
度
論
問
云
、
浄
土
中
諸
仏
有
元
量
神
力
…
…
亦
令
元
情
樹
木
而
演

説
法
聞
則
□
受
文
Ｏ
肇
与
観
同
之
。
　
　
　
（巻
三

・
一
四
丁
左
―

一
五
丁
右
）

す
な
わ
ち
、

『
僧
肇
疏
』
を
引
用
す
る
に
あ
た

っ
て

『
慈
恩
疏
』
も
同
文

で
あ
れ

ば
、

『
僧
肇
疏
』
の
引
文
の
後
に
本
文
乃
至
註
記
に
て

『
慈
恩
疏
』
も
同
文
で
あ
る

旨
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
『
慈
恩
疏
』
を
引
用
し
て

『
僧
肇
疏
』
も
同
文
で
あ
る

旨
を
記
す
場
合
も
あ
る
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

『
僧
肇
疏
』
と

『
慈
恩
疏
』
が
同

一
の
文
を
相
当
数
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。　
一
方
で
、

肇
、
法
花
経
云
、
此
名
黒
曜
。
増

一
阿
含
云
、
迦
留
陀
夷
其
身
極
黒
、
夜
行

乞
食
時
天
大
闇
而
至
他
屋
、
有
聞
電
光
。
彼
家
婦
人
懐
手
、
電
光
中
見
謂
之

黒
鬼
、
怖
而
堕
胎
。
乃
謂
之
日
、
汝
何
鬼
耶
。
答
。
我
程
曇
弟
子
、
今
来
乞

食
。
彼
女
悪
罵
。
如
来
知
時
、
即
敷
比
丘
不
遇
中
食
、
亦
不
得
預
乞
食
文
０

…
…
恩
云
、
正
法
花
云
、
此
名
黒
曜
。
毘
奈
耶
律
云
、
名
黒
光
文
０

（巻
二

。
一
九
丁
左
）

肇
云
、
計
雨
花
意
為
厳
、
意
為
厳
飾
。
其
花
覆
地
厚
四
寸
。
随
色
次
□
分
布

而
不
雑
乱
、
光
沢
香
粟
。
足
踏
上
行
裁
、
下
四
寸
挙
足
還
起
。
曼
陀
羅
者
、

此
云
花
言
如
意
花
。
曼
殊
沙
名
柔
要
文０
‥
…
由
釧
劉ヽ

曼
陀
羅
者
、
此
云
赤

円
花
、
亦
言
如
意
花
。
正
法
花
名
適
意
花
大
適
意
花
。
若
曼
殊
沙
名
為
柔
要

花
。
即
大
品
経
中
、
帝
釈
両
曼
陀
羅
花
供
養
般
若
波
羅
蜜
。
須
菩
提
言
、
此
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花
従
心
樹
生
。
即
如
心
所
欲
而
雨
也
。
又
釈
者
、
花
所
生
従
其
心
生
。
然
花

貌
終
是
赤
円
文
０　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三

。
一
〇
丁
左
―

一
一
丁
右
）

肇
云
、
正
法
念
経
云
、
四
天
己
上
元
実
畜
生
。
諸
天
福
力
為
厳
処
所
、
亦
有

禽
獣
。
然
非
実
報
。
何
況
浄
□
而
得
有
之
。
言
諸
鳥
者
、
ミ
タ
所
化
作
文
０
恩

ョ
、
言
諸
鳥
者
、
或
ミ
タ
所
化
、
或
宝
光
状
似
之
文０
…
…
副
劉
劉ヽ
人
疑
云
、

此
鳥
既
非
実
報
、
当
是
何
身
。
答
曰
、
是
彼
仏
化
作
、
或
宝
光
明
化
作
意
、

欲
令
其
助
宣
正
法
故
文
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三

ｏ
一
二
丁
左
）

肇
云
、
謂
我
法
眼
見
是
勝
利
、
勧
汝
懃
修
往
生
也
。
慈
恩
云
、
我
了
々
見
々

有
如
是
勝
利
故
、
勧
汝
往
生
也
文
０
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
三

。
二
三
丁
左
）

等
の
用
例
の
如
く
、

『
僧
肇
疏
』
を
引
用
し
た
同
じ
文
脈
の
な
か
で
、

『
慈
恩
疏
』

を
重
ね
て
引
用
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
引
用
す
る
文
言
は
相
異
し
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。

如
上
の
事
実
か
ら
、
長
西
は

『
僧
肇
疏
』
と

『
慈
恩
疏
』
を
類
似
す
る
文
言
は
多

い
も
の
の
、

『
長
西
録
』
で
扱

っ
て
い
る
如
く
別
書
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
多
く
の
場
合
は

『
僧
肇
疏
』
を
優
先
す
る
態
度
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、

『
僧

肇
疏
』
は
、

肇
公
義
疏
云
、
善
男
子
者
、
所
護
念
人

ア
ミ
タ
仏
及
六
方
恒
沙
諸
仏
、
是
能

護
念
人
也
。
通
賛
同
之
文
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
四

・
一
〇
丁
左
）

と
あ
る
如
く
、
慈
恩

『
通
賛
疏
』
と
も
同
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
て
、

『
僧
肇
疏
』
と

『
慈
恩
疏
』

・
『
通
賛
疏
』
は
密
接
な
関

係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
慈
恩
仮
託
の
偽
撰
書
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な

っ
て
い

る
両
書
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
、

『
僧
肇
疏
』
は
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し

て
、

『法
事
讃
疑
芥
』
に
見
ら
れ
る

『
僧
肇
疏
』
の
引
用
文
は

『
法
事
讃
私
記
』
を

超
え
る
分
量
を
誇
る
点
か
ら
、
真
福
寺
蔵
本
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て

は

一
級
資
料
と
な
り
得
る
。
ま
た
、
今
後
真
福
寺
蔵
本
の
研
究
が
進
ん
で
い
く
に
し

て
も
、
正
確
性
を
窺
う
上
で
貴
重
な
対
照
材
料
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

ま
と
め
『
法
事
讃
疑
芥
』
に
お
け
る

『
小
経
』
註
釈
で
は
、
当
時
と
し
て
は
最
新
と
も
い

え
る
、
宋
代
入
師
を
含
め
た
諸
師
の

『
小
経
』
註
釈
書
を
多
分
に
引
用
し
な
が
ら
註

釈
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
な
か
、
小
論
で
は
散
逸
文
献
と

『
僧
肇
疏
』
に

注
目
し
、
今
後
の
研
究
展
望
を
述
べ
て
き
た
。
遺
憾
な
が
ら
、
展
望
を
提
示
す
る
の

み
で
実
際
に
検
討
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
至

っ
て
い
な
い
が
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
が
今

後
の
浄
土
教
研
究
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
こ
と
に
、
疑
い
を
挟

む
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
後
、
本
書
を
通
し
て
浄
土
教
研
究
が
益
々
進
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

国
□
小
論
は
、
公
益
財
団
法
人

三
菱
財
団
の
第
四
八
回

（二
〇

一
九
年
度
）
人
文
科

学
研
究
助
成
な
ら
び
に
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
の
平
成
二
〇
年
度
助
成
に
よ
る
成

果
の

一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
金
沢
文
庫
御
当
局
に
は
格
別

の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
本
願
寺
派

史
料
研
究
所
研
究
員
の
岡
村
喜
史
先
生
に
は
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
貴
重
な
御
助
言
を

賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド

覚
明
房
長
西
　
浄
土
疑
芥
　
阿
弥
陀
経
註
釈
　
僧
肇
　
金
沢
文
庫

う

・ 。
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『
法
事
讃
疑
芥
』
巻
二
翻
刻

（佐
竹

ｏ
赤
松

・
西
村

。
井
上
）

【
凡
例
】

①
本
翻
刻
は
、
称
名
寺
聖
教

『
法
事
讃
光
明
抄
』
の
巻
二

（９４
函
４
１
２
）
を
翻
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。

②
漢
字
は
新
字
の
通
行
体
に
統

一
し
、
略
字

（合
字
）
は
正
字
に
戻
し
て
翻
刻
し

た
。

③
各
丁
数
は

〈　
〉
で
括

っ
て
示
し
、
行
取
り
は
原
本
に
準
じ
て
行
頭
に
行
数
を
記

し
た
。

④
訓
点

・
合
符
は
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
通
り
翻
刻
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
関
し
て

は
必
ず
し
も
原
本
に
は
よ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
見
出
し
の
前
後
お
よ
び
間
の
直

前
、
科
段
等
に
適
宜
私
的
に
付
し
た
。
た
だ
し
、
何
れ
の
場
合
も
行
頭
に
は
付

さ
な
か

っ
た
。

⑤
補
記
や
訂
記
は
本
文
に
反
映
し
て
翻
刻
し
た
。

⑥
翻
刻
に
使
用
し
た
各
種
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・

「
□
」
↓
湮
滅

・

「
…
…
」
↓
本
文
に
付
さ
れ
た
省
略
符
合
箇
所

⑦
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
確
認
し
得
た
出
典
を

（　
）
内
に
割
書
で

示
し
た
。

③
写
誤
や
脱
字
な
ど
、
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
本
翻
刻
で
は
史

料
性
に
重
点
を
置
き
、
明
ら
か
な
誤
り
と
判
断
で
き
た
場
合
で
も
校
訂
は
し
な

か

っ
た
。

⑨
特
に
必
要
な
情
報
を
示
す
場
合
、
脚
註
に
記
し
た
。

【本
文
】

〈
一
丁
右
〉

０１
安
楽
行
道
転
経
願
生
浄
土
法
事
讃
巻
下
等
事

０２
疑
云
上
巻
元
安
楽
之
二
字
与
今
不
同
如
何
答
元
別
由
・有
道
理
・随
宜
也
　
又
安

楽
者

０３
何
義
欺
答
口
云
西
方
安
楽
行
故
標
所
帰
・安
楽
也
而
下
巻

正
誦
経
故
也
　
又
上

巻
云

０４
転
経
行
道
与
今
相
違
如
何
答
元
別
由
・只
有
道
理
・不
違
義
・随
宜
也

０５
仏
説
ア
ミ
タ
経
等
事
　
尋
云
今
有
何
由

・不
挙
経
題
・欺
答
今
非
依
文
・釈
義

・只

是
玄

０６
義
欲
讃
大
綱
許
也
故
不
挙
題
・欺
　
三
経
説
時
前
後
事
　
尋
云
二
部
浄
教
説
時
前

０７
後
如
何
答
肇
云
問
此
経
部
類
多
少
宗
趣
所
明
答
窮
括
部
類
有
其
四
本
通

０８
明
浄
土
即
以
浄
土
為
宗

一
観
経
二
元
量
寿
経
三
小
ア
ミ
タ
経
四
鼓
音
経
…
…
上
来

０９
即
以
四
経
宗
趣
及
部
類
多
少
然
四
経
前
後
者
道
理
先
為
説
令
知
次
教
修
生

１０
業
・次
断
疑
証
実
即
元
量
寿
経
為
レ
初
観
経
第
二
小
ア
ミ
タ
経
第
二
鼓
音
経
第

ニ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ーー
四
然
以
事
・推
験
即
観
経
為
レ
初
元
量
寿
経
為
二
何
以
知
之
・准
説
観
経
・時
閣

ハ
ン
メ
テ
　
フ
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

ー２
王
猶
為
太
子
・創
　
奪
父
位
・母
時
見
害
因
請
如
来
為
現
西
方
・教
修
定
散
二
善
・

〈
一
丁
左
〉

０１
説
元
量
寿
経
時
間
王
以
登
位
・太
子
作
儲
君

・故
大
ア
ミ
タ
経
等
云
如
来
説
西
方

事
０２
時
阿
閣
世
王
太
子
与
五
百
長
者
子
・持
蓋
献
レ
仏
聞
ア
ミ
タ
廿
四
願
・如
彼
仏
記
・

却
後

０３
皆
得
レ
如
ニ
ア
ミ
タ
仏
以
レ此
知
居
第
二
・人
云
何
阿
閣
世
王
太
子
即
闇
世
身
爾
時

猶
未

０４
登
位
故
為
太
子
・来
至
仏
所
・今
釈
不
然
若
爾
応
除
王
字
・但
言
阿
閣
世
太
子
既

０５
標
王
及
太
子
・明
知
即
父
子
名
殊

是
故
元
量
寿
経
当
第
二
・観
経
自
為
夫
人
元
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０６
量
寿
経
自
為
人
天
大
衆
問
若
観
経
是
初
為
夫
人
説
者
何
故
下
経
仏
還
霊

０７
山
合
阿
難
重
演
而
衆
元
所
請
明
知
太
衆
以
曾
聞
故
由
以
聞
故
更
欲
令
聞
修

０８
生
彼
業
所
以
如
来
勅
令
重
演
定
散
二
善
何
得
即
以
観
経
為
初
答
如
来
意
令
大

０９
衆
知
定
散
二
善
三
世
諸
仏
説
為
浄
業
故
令
重
説
又
真
此
経
永
伝
末
代
後
若

１０
結
集
知
阿
難
所
伝
不
虚
所
也
令
説
非
為
已
聞
後
不
請
而
説
即
当
第
二
也
其

Ｈ
余
二
経
如
前
已
釈
可
知
文
慈
恩
与
之
全
同
也

一
云
自
下
第
二
顕
経
時
処
者
先
弁

１２
説
経
前
後
二
明
反
訳
初
弁
前
後
者
有
二
説

一
云
先
説
観
経
次
説
両
巻
後

〈
二
丁
右
〉

０１
説
此
経
何
以
知
者
大
ア
ミ
タ
云
如
来
説
西
方
事
阿
閣
世
王
太
子
与
五
百
長
者

０２
子
持
蓋
献
仏
聞
説
ア
ミ
タ
廿
四
願
等

・故
知
述
経
二
云
亦
同
於
此
故
知
閣
世
登
位

０３
方
説
両
巻
二
云
先
説
両
巻
次
説
観
経
後
説
ア
ミ
タ
経
以
観
経
云
為
説
冊
八
願
故
顕

０４
有
二
説
今
後
為
好
然
阿
閣
世
王
者
即
由
二
義

一
頻
沙
羅
王
移
於
寒
林
付
政
太

０５
子
故
二
閉
父
王
得
自
在
故
然
説
両
巻
時
間
世
不
聞
閣
世
之
子
独
往
聴
説
然
下

０６
後
釈
太
子
刷
護
経
云
阿
閣
世
王
太
子
名
為
刷
護
長

者
子
五
百
人
各
持
黄
金

０７
花
蓋
余
同
上
　
尋
云
法
照
五
会
法
事
讃
小
経
先
開
説
見
欺
謂

（略
林
酔弘
琢
Ｔ贈
肇
卍
≡
）
浄

土
五
会
念
仏
略

０８
法
事
讃

一
巻
南
岳
沙
門
法
照
於
上
都
章
敬
寺
浄
土
院
述
井
序
ア
ミ
タ
経
讃
文

０９
釈
迦
調
御
大
慈
尊
救
世
先
開
浄
土
門
欲
説
荘
厳
極
楽
国
其
時
正
在
給
孤
園
…
…

１０
又

（正『電
譜
機
・』鷺
ビ
融
）
云
新
ア
ミ
タ
経
讃
十
六
偶
釈
迦
悲
智
広
元
辺
先
開
浄
教
利
人

天
丼
時
声
聞
元
量

Ｈ
衆
其
時
聴
在
給
孤
園
文
若
爾
者
今
師
意
小
経
先
致
仏
釈
欺
如
何
答
有
云
其
義

１２
爾
也
有
云
此
約
舎
衛
国

・云
先
開
等

・欺
　
尋
云
今
経
翻
訳
之
時
代
如
何
答
有
云

此
経
有
三

〈
二
丁
左
〉

０１
代
訳

・
一
ア
ミ
タ
経
跡
蛭
轟
蠣
量
寿
経
如
来
滅
後

一
千
三
百
五
十
年
晋
安
帝
世
来

０２
天
竺
亀
姦
国
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅
什
婆
秦

云
童
寿
・弘
始
四
年
辞
二
月
八
日
第
一
出

０３
具在
別録
二
小
元
量
寿
経
・或翫
外
導
夕経
如
来
滅
後
一
千
三
百
八
十
余
年
宋
文
帝
世
中

０４
天
竺
沙
門
求
那
跛
羅
宋

言
功
徳
賢
孝
建
年
第
二
出
目^
在
別
銅
三
称
讃
浄
土
仏
摂

０５
受
経

一
巻
如
来
滅
後

一
千
五
百
九
十
九
年
大
唐
高
宋
世
沙
門
釈
玄
失
永
徽

０６
元
年
厳
正
月

一
日
於
大
慈
恩
寺
ノ
翻
経
院

・第
二
出
具
在
別
録
今
経
慈
恩
通
賛
疏

０７
第

一

（礎
、・・叡
鶴
士
巻
）
云
翻
訳
時
人
者
此
経
前
後
有
其
四
訳

・
一
秦
弘
始
四
年
二

月
八
日
羅
什
訳

一
名
小
元

０８
量
寿
経

・二
字
元
嘉
年
中
求
那
跛
陀
羅
訳

・四
紙
三
求
徽
六
年
大
唐
三
蔵
於
慈

０９
恩
寺

・訳
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経

・十
紙
四
後
秦
又
訳
出
ア
ミ
タ
経
掲
頌

・
一
紙
而
失

訳
１０
主

・今
所
解
者
即
是
秦
羅
什
法
師
所
訳
文
仁
岳
新
疏
上
云
此
経
凡
有
四
訳
…
…
雖

四
本

・

１１
梵
吏
乃
同
今
検
第
二
訳
未
見
其
本
若
儡
頌
者
与
此
全
別
不
応
指
同
梵
吏
文

１２
尋
云
小
経
等
二
部
渡
我
朝

・見
何
時
代

・欺
答

〈
三
丁
右
〉

０１
尋
云
見
経
文

・名
称
讃
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所
護
念
経

・随
同
本
異
訳
名
称

讃
不

０２
可
思
議
仏
土
功
徳

一
切
諸
仏
摂
受
法
門

・与
今

・文
異
義
同
也
而
今
題

ア
ミ
タ

経

・誰
人
所
為
欺

０３
答
元
照
義
疏

（詰
璽
・一礁
・ま
五
叡
虹
）
云
此
経
本
名
称
讃
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所

護
念
経

・…
…
失
師
唐

０４
訳
即
用
本
題

・云
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経

・語
雖
少
異

・義
意
大
同
対
之

・可
見
・今
経

秦
訳

０５
隠
略

本
題

・…
…
拠
宗

・取
要

・別
　
建

此
題

・略
有
五
意

・
一
則
上
符

　

経

分

・中
唯
示
持
名
方

０６
法

・故
取
仏
名

・用
標
題
首

・二
則
下
適

機
宜

・
ミ
タ
仏
号
衆
所
楽

聞

・故
用
標

題

・必
名
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０７
信
受
故
三
理
自
包
含

但
標
　
仏
名

・称
讃
護
念
任
運
自
摂
故
四
義
存
便
易
・梵

号
０８
兼
含

耳
聞
淳
熟
　
故
五
語
従

　
簡
要

・後
世
受
持
称
道
不
繁

　

故
且
如
唐

訳
・

０９
従
本

・立
題
・而
未
聞
流
布

・文
故
知
訳
者
ノ
所
為
也
　
尋
云
見
経
文
相

・称
讃
不
可
思

議
功
徳

１０
者
只
是
称
美
之
言

・也
正
経
得
名

一
切
諸
仏
所
護
念
経
也
以
何
得
知

・即
経
下
文

云
云
‐
何
々
故

１１
名
為

一
切
諸
仏
所
護
念
経

・爾
者
如
何
答

一
往
爾
也
但
今
所
引
文
為
次
下
云

一
切

諸
仏

１２
諸
共
所
護
念
随
終

・出
護
念
之
言
許

・也
異
訳
題
目
与
今

・府
合

又
元
照
義
疏

（・一駄
柾
崩
帖
巻
三
七
・
）　
一ム

〈
三
丁
左
〉

０１
此
経
本
名
称
讃
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所
護
念
経

・総
十
六
字
経
字
為
通
題

・

０２
可
知
永
観
ア
ミ
タ
経
要
記
云
弁
題
目
者
梵
云
仏
陀
槃
遮
ア
ミ
タ
修
多
羅
此
云

０３
覚
説
無
量
寿
経

・今
梵
漢
並
存
故
云
仏
説
ア
ミ
タ
経

・文
　
跳
秦
三
蔵
法
師
鳩
摩
羅

ユ

ツ
ル

ツ
タ

フ

０４
什
奉
詔
訳
　
　
　
　
　
等
事
　
尋
云
挑
秦
井
鳩
摩
羅
什
名
義
如
何
答
ミ
タ
経
疏

西
資

０５
秒
智
円
云
初
標
両
訳
秦
羅
什
者
秦
凡
有
四
謂
亡
秦
前
秦
後
秦
乞
伏
秦
今
言

０６
秦
者
即
後
秦
挑
代
也
楚
語
鳩
摩
羅
什
婆
此
云
童
寿
亀
弦
婦
丘
国
人
以

０７
秦
弘
始
三
年
方
入
長
安

・秦
主
勅
僧
碧
等
八
百
沙
門

・次
受
什
旨
秦
主
於

０８
草
堂
寺
共
三
千
僧
手
執
旧
経
而
秦
定
之
凡
訳
経
九
十
八
部
合
四
百
廿

一
巻

０９
僧
叡
僧
肇
道
常
等
筆
受
文
元
照

（聴
奎
場
・」・・一五
課
虹
）
云
咸
通
伝
説
羅
什
法
師
七
仏

以
来
翻
経

１０
信
非
虚
臭
文
仏
説
ア
ミ
タ
義
疏
超
玄
記
云
用
欽
銚
秦
即
東
晋
時
偽
国
号
秦

Ｈ
姓
挑
以
筒
大
簡
符
秦
乞
伏
故
梵
語
具
云
鳩
摩
羅
什
此
云
童
寿
・亀
弦
鯖
丘

１２
国
人
以
秦
弘
始
三
年
入
長
安
秦
主
勅
僧
碧
等
八
百
沙
門
資
受
什
訓
前
後

〈
四
丁
右
〉

０１
凡
訳
経
九
十
八
部
僧
叡
肇
道
恒
等
筆
受
今
世
盛
行
文
西
資
抄
云
訳
者
謂

０２
翻
訳
之
人
也
訳

易
也
謂
変
‐
易

梵
語
・以
成
花
言

・周
礼
掌

四
方
之
語
各
有

０３
其
官

・
比
方
日
訳

・但
漢
世
多
以
北
狭

・交
通
訳
人
兼
善
二
西
語

・是
時
仏
法
西
来

０４
遂
使
訳
人
翻
之
因
是

・仏
経
感
称
訳
也
文
　
尋
云
付
玄
義
分
以
大
意
釈
名
諸
師
解

０５
釈
如
何
答
今
師
意
雖
云
入
文

・只
是
玄
義
分
也
即
当
大
意
也
只
是
賛
大
綱

・故

０６
拠
諸
解
釈

・者
ア
ミ
タ
経
義
疏
巻．云
釈
僧
肇
法
師
撰
窃
聞
三
宝
之
宝
理

０７
超
繋
象
之
表
三
乗
之
乗
事
渉
名
言
之
述
原
夫
真
際
之
理
平
等
性
空

０８
赴
機
啓
権
実
之
門
接
凡
施
浄
械
之
土
識
其
路
者
即
悟
黙

一
途
迷
其
趣

０９
者
則
理
事
大
隔
今
言
仏
説
ア
ミ
タ
経
者
道
危
城
之
要
間
群
苦
海
之
舟
航

１０
仏
者
名
覚
而
諸
衆
生
長
寝
生
死
不
能
覚
悟

・唯
仏
能
覚
既
自
覚
以
復
能
覚

Ｈ
他
故
名
為
仏
説
者
開
示
解
釈
故
名
為
説
ア
ミ
タ
者
含
其
二
義
名
ア
ミ
タ

一
元
量
光

１２
明
故
名
ア
ミ
タ
ニ
元
量
寿
命
故
名
ア
ミ
タ
経
者
訓
レ
法
訓
常
故
言
経
也
文

〈
四
丁
左
〉

０‐
ア
ミ
タ
経
疏
京
兆
慈
恩
寺
基
法
師
撰
大
体
同
之
ア
ミ
タ
経
義
記
巻．
（一一鐙
Ｆ
巻
三
≡
）

云
天
台
山
智
者

０２
大
師
撰
夫
至
聖
垂
慈
照
機
　
応
述
開
導
六
道

・普
二
済
十
方

・逐
二
境
昇
沈

・随

ノ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
コ

ン
　
　
　
　
シ

テ

　
　
　
ス
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

　
ラ

　
シ
　
　
　
ヲ

０３
縁
浄
機
・斯
則
善
根
摂
誘

引
趣
菩
提

・是
故
大
覚
ミ
タ
昔
弘
誓
力
応
二
形
極

ニ
　
　
　
ニ
　
　
ス
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

ハ
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ

テ
　
　
　
　
　
　
シ

０４
楽

・現
処
二
道
場

・三
輩
願
生

皆
入
二
定
衆

・色
像
殊
勝
　
寿
量
難
思
・宝
樹
天
花

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

ク

　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

０５
咸
能
演
法
清
風
流
水
倶
説
二
妙
音
・聞
唱
・苦
空
・証
二
元
生
忍
・釈
迦
聖
至
本
願

０６
弘
深

不
捨
二
慈
悲
・化
姦
械
境
五
痛
焼
燃
八
苦
煎
逼

・広
明
誠
勧
・遍
治
二
群

”〕
口
ｍ
示
二
其
妙
術

・十
念
往
生

四
衆
奉
行

依
教
修
観
説
有
広
略

・時
処
不
同

霊

鷲

ニ

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

０８
宣
二
揚
三
種
浄
業
・舎
衛

敷
六
方
護
念
ア
ミ
タ
者
天
竺
梵
音
振
旦
訳
言
為
元
量



４０
　
　
０９
寿
化
主
極
号

以
立
嘉
名

・経
者
訓
常
由
聖
心
口
・此
即
釈
尊
所
説
語
西
方
事

・故

１０
言
経
也
即
斯

一
教
在
文
雖
レ
約
明
義

・定
繁
総
語
西
方
安
養
国
界
攻

Ｈ
ア
ミ
タ
経
記

（・一踏
議
士
巻
一二≡
）
云
釈
元
暁
撰
将
説
是
経
三
門
分
別
初
述
大
意
次
題
経

宗
其
第
二

１２
者
入
文
解
釈
第

一
大
意
者
…
…
牟
尼
善
逝
現
此
機
上
誠
五
悪
而
勧
往
ミ
タ
如
来

〈
五
丁
右
〉

０１
御
彼
浄
国
引
三
輩
而
導
生
今
是
経
者
斯
乃
両
尊
出
世
之
大
意
四
輩
入
道
之

０２
要
門
示
浄
土
之
可
願
讃
妙
徳
之
可
帰
妙
徳
可
帰
者
耳
聞
経
名
則
入

一
乗
而
元
退

０３
口
誦
仏
号
則
出
三
界
而
不
還
而
況
礼
拝
讃
詠
専
念
観
察
者
哉
浄
土
可
願
者

０４
浴
於
金
沙
蓮
池
則
雖
有
生
之
染
因
遊
玉
樹
檀
林
則
向
元
死
之
聖
果
加
復
見

０５
仏
光
入
元
相
聞
梵
響
悟
元
生
然
後
乃
従
第
五
門
出
廻
轡
生
死
之
苑
鵠

鴛

ク
ツ
パ
ツ
ラ

　

　

　

　

ヒ

ハ
リ

０６
涅
槃
之
林
不
従

一
歩
普
遊
十
方
世
界
不
舒

一
念
遍
現
元
辺
三
世
其
為
也
可
勝

０７
度
乎
極
楽
之
称
豊
虚
也
哉
言
仏
説
者
従
金
口
之
所
生
千
代
不
刊
之
教
ア
ミ
タ

０８
者
含
宝
徳
之
所
立
万
劫
元
尽
之
名
能
所
挙
以
標
題
目
故
言
仏
説
ア
ミ
タ
経
文

０９
ア
ミ
タ
経
疏
云
醍
躊
陛
酬
骸
多
羅
翻
西
明
寺
開
発
此
経
四
門
分
別

一
釈
題
目
二
明
宗

１０
体
三
摂
教
所
在
四
判
文
解
釈
言
題
目
者
窃
以
真
性

一
味
妙
絶
有
元
之
境
法

１１
相
万
途
乃
成
言
談
之
路
所
以
遍
帰
法
身
非
名
言
之
所
及
種
意
応
化
有
浄
械

１２
之
咸
起
是
故
釈
迦
能
仁
居
娑
婆
以
化
物
勝
覚
弥
陀
住
妙
刹
以
摂
引
可
謂

〈五
丁
左
〉

０１
諸
風
請
息
天
鼓
自
鳴
衆
水
澄
清
月
影
頓
現
仏
説
ア
ミ
タ
経
者
自
他
覚
帰
能
生

０２
物
解
故
名
仏
説
若
旦
梵
音
名
ア
ミ
タ
素
恒
攪
此
云
翻
訳
ア
ミ
タ
者
名
元
量

０３
寿
命
及
以
従
衆
三
種
元
量
然
勝
立
号
名
元
量
寿
素
恒
攪
者
此
翻
為
経
々

０４
有
二
義
貫
穿
摂
対
貫
穿
所
応
説
義
摂
持
所
化
生
故
々
言
仏
説
元
量

０５
寿
経
此
則
第

一
釈
経
題
目
詑
文
ア
ミ
タ
経
記
本
云
玄

一
法
師
解
釈
此
経
四
門
分

０６
別
初
述
大
意
釈
経
題
目
第
二
顕
経
時
処
第
二
明
経
宗
体
第
四
依
文
正
釈
初
述

０７
大
意
釈
題
目
者
夫
至
理
凝
舜
言
像
靡
測
其
源
正
覚
希
夷
空
有
未
窮
甚

０８
致
是
以
如
来
揚
恵
日
於
重
賞
沈
慈
舟
於
苦
海
元
深
而
不
掲
莫
帰
趣
而
不
度

０９
遂
以
示
極
楽
於
西
方
而
開
浄
刹
之
因
勧
修
善
於
東
域
令
雖
械
土
之
痛
可

１０
謂
殖
善
因
之
春
露
滅
悪
業
之
秋
霜
今
此
経
者
斯
乃
雖
械
国
之
妙
津
進
浄
土

１１
之
直
路
故
能
誦
持
尊
名
永
除
億
劫
之
罪
暫
聞
経
法
則
樹
安
楽
之
因
名
極
楽

１２
終
了
飢
病
之
穴
寿
四
元
量
誰
有
老
死
之
苦
玉
泉
花
園
常
吐
妙
法
之
音

〈六
丁
右
〉

０１
芳
樹
金
鳥
恒
宣
道
品
□
回
使
遊
者
唯
仏
菩
薩
嘆
乞
乃
賢
乃
聖
故
能
十
方
採

０２
法
之
党
控
白
雲
而
逢
道
場
九
品
往
生
之
侶
開
紅
蓮
而
就
法
席
因
胡
三
尊
慈

０３
顔
暦
劫
億
除
耳
聴
八
種
法
音
恒
沙
福
集
魏
々
党
々
豊
可
称
乎
首
称
仏
説

０４
雖
二
拠
主
為
因
言
ア
ミ
タ
貫
穿
所
証
摂
持
所
化
総
名
為
経
故
言
響
仏
説
ア
ミ
タ

０５
経
文
仏
説
ア
ミ
タ
経
義
疏

（融
呈
堪
菫
軋
。三
五
六
）
云
労
序
西
湖
霊
芝
崇
福
寺
釈
元
照
述
一

乗
極
唱
終

ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

　

ニ
ン
テ

　

　

ツ
ル
　

　

　

　

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ハ
ラ

ニ
シ
テ

０６
帰

咸
指
於
楽
邦
・万
行
円
修
最
勝
　
独
推

於
果
号
良
以
従
レ因
建
願
・康

シ

タ

シ

ク

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

メ
　

　

　

　

　

リ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
ト

ラ

志

・娼

　

行

・

０７
歴
塵
点
劫

・懐
済
衆
之
仁

・元
芥
子
地
非
捨
身
之
処
…
…
次
正
釈
文
□

・又
二
初
釈

０８
経
題

・二
釈
経
文

・初
中
此
本
名
称
讃
不
可
思
議
功
徳

一
切
諸
仏
所
護
念

・総
十
六

字
〇９
経
字

・為
通
題

・上
十
五
字

・為
別
題

・上
八
字
属
教
即
経
所
レ
説
依
正
荘
厳
称
名

往
生

１０
皆
是
ミ
タ
修
因
感
果
威
神
願
力
不
思
議
功
徳
也
下
七
字
属
機
即
依
教
起
行
専

１１
修
成
業
衆
聖
冥
加

摂
持

不
退
直
至
菩
提

・也
美
師
唐
訳
即
用
本
題

・云
称

１２
讃
浄
土
仏
摂
受
経
語
雖
少
異

・義
意
大
同
対
之
可
見
今
経
秦
訳
隠
―
略
本
題

・在

〈六
丁
左
〉

０１
六
方
仏

後

・
即
下
云
汝
等
衆
生
当
信
是
等

・拠
宗
取
要

・別
建

此
題

・略
有
五

意
■

則

０２
上
符
経
首
・経
中
唯
示
持
名
方
法
・故
取
仏
名
・用
標
題
首
・二
則
下
適
機
宜
・ミ

佐竹 真城
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タ

ハ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
リ

ラ
ハ
フ

シ
テ

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

０３
名
号
衆
所
楽
聞
故
用
標
題
・必
多
信
受
故
三
理

自
包
含

但
標
仏
名
・称
讃

卜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

フ

カ
ム

０４
護
念
任
運
自
摂
故
四
義
存
便
易
梵
号
兼
含

可
聞
淳
熟
故
五
語
従

簡
要
・

０５
後
世
受
持
称
道
不
繁

フ故
文
源
信
永
観
与
之
全
同
　
高
座
入
文
等
事
　
尋
云
依
文
分

０６
三
序
正
流
通
諸
師
解
釈
如
何
答
肇
云
判
釈
文
義
今
釈
此
経
遵
之
□
古
亦
為
三

〇７
節
謂
序
正
流
通
然
大
悲
経
開
為
五
分

一
信
分
二
証
分
三
縁
起
分
四
正
説
分
五
奉

０８
持
分
今
初
信
分
即
彼
経
云
在
々
処
々
仏
所
説
法
謂
如
是
我
聞
等
二
証
分
在
々
処
々

大
０９
衆
所
集
謂
与
大
比
丘
是
三
縁
起
分
亦
名
発
起
分
即
彼
経
云
随
其
因
縁
随
其
由

１０
緒
也
爾
時
仏
告
舎
利
弗
下
為
発
起
彼
土
何
故
名
為
極
楽
下
為
正
宗
今
恐
不
然

Ｈ
如
来
初
略
奉
示
次
広
分
別
此
総
是
正
宗
非
発
起
也
四
正
説
分
爾
時
仏
告
舎

１２
利
弗
下
是
奉
持
分
即
彼
経
云
説
此
経
己
大
衆
歓
喜
頂
戴
奉
持
是
也
然
経
論

〈七
丁
右
〉

０１
中
初
之
三
分
並
為
証
経
非
謬
開
合
就
信
分
文
・復
分
為
五

一
信
二
聞
三
時
四
主
五

処
文

０２
暁

（餘
罐
城一・ｒ
獣
虹蔵
』
）
云
仏
説
以
下
是
流
通
分
恩

（巻『三′１、端
一・、・欲
証
蔵
』
）
云
自
下
明
正

宗
第
二
正
説
有
人
自
此
以
下
為
発
起
今
謂
不
然
此
浄
土
之
事

０３
如
来
已
説
々
々
故
但
舎
衛
国
人
有
未
聞
者
故
元
問
自
説
若
此
下
乃
至
元
有
衆
苦

０４
名
為
極
楽
是
発
起
分
者
如
観
経
指
西
方
日
没
等
観
亦
応
是
発
起
序
故
知
此

０５
下
即
為
正
説
文
測
云
第
四
則
文
解
釈
於
此
経
中
総
有
三

〇６
分

一
教
起
因
縁
分
二
聖
教
所
説
分
三
依
教
奉
行
分
親
光
釈
云
総
顕
己
聞
及
教

０７
起
時
別
顕
教
至
及
教
起
処
教
所
被
機
即
是
教
起
所
因
不
縁
故
名
数
教
起
因

０８
縁
分
正
顕
聖
教
所
説
法
門
品
類
差
別
故
名
聖
教
所
説
分
顕
彼
時
衆
聞
仏
聖
教
歓

０９
喜
奉
行
故
名
依
教
奉
行
分
文
台

（蔵『璧
一壻
。」一一一〇叡
ユ
）
云
自
如
是
我
聞
・至
諸
天
大
衆

倶
・序
分
也
自
爾
時

１０
仏
告
・至
是
為
甚
難
・正
宗
分
自
仏
説
此
経
己
・詑
経
・流
通
分
也
取
意
照

（
「越
議
響
、

薫
■
二
五
七
）
云
次
釈
経
文

・大

Ｈ
分
三
分
初
至
大
衆
倶

・為
序
分

・
二
爾
時
仏
告
下
至
是
為
甚
難

・為
正
宗
分

・三
仏

説
１２
此
経
下
至
末
文

・流
通
分
文
肇
暁
測
照
信
観
皆
如
天
台

・

〈七
丁
左
〉

０１
第

一
序
分

０２
如
是
我
聞
等
事
　
尋
云
諸
師
解
釈
如
何
答
肇
云
経
如
是
次
釈
智
論
云
仏
法
如
大
海

０３
信
為
能
入
若
人
有
信
能
入
仏
法
是
故
信
者
聞
之
即
云
如
是
若
不
信
者
聞
之
即
云
不

如
是

０４
故
云
如
是
以
表
信
也
人
疑
経
未
宣
説
預
信
何
事
答
如
謂
指
前
題
目
及
後
経
是

０５
仏
所
説
非
我
自
言
聞
者
応
信
故
真
諦
云
如
是
者
標
所
聞
法
明

一
部
文
理
決
可
信

０６
従
故
云
如
是
又
仏
地
論
有
四
義

一
辟
喩
二
教
誨
三
問
答
四
許
可
如
彼
論
説
取
許
可

０７
為
義
故
言
如
是
真
諦
云
如
是
者
謂
所
信
法
体
有
二
義

一
就
仏
解
謂
三
世
諸
仏
所
説

０８
不
異
故
名
如
是
以
同
説
故
即
知
非
要
故
言
如
是
正
以
諸
仏
同
説
其
法
可
信
故
言
如

０９
是
二
就
理
解
謂
諸
仏
実
相
古
今
不
異
名
之
為
如
如
而
説
不
増
不
減
決
定
可
信

１０
故
言
如
是
我
聞
者
次
釈
能
聞
人
仏
地
論
云
如
来
慈
悲
本
願
増
上
縁
力
聞
者
識
上
文

１１
義
故
日
我
聞
問
我
聞
者
是
誰
答
拠
仏
元
意
但
結
集
者
教
作
此
言
然
大
悲
経
第

１２
四
仏
将
涅
槃
執
阿
難
手
付
属

一
切
仏
法
及
第
五
巻
教
結
集
法
用
又
処
胎
経

〈
八
丁
右
〉

０１
第
五
当
結
集
時
令
阿
難
昇
高
座
迦
葉
告
言
仏
所
説
法

一
言

一
字
汝
勿
欠
漏
菩
薩

０２
蔵
声
聞
蔵
戒
蔵
等
各
集

一
処
時
阿
難
即
云
如
是
我
聞
即
是
阿
難
我
聞
也
□
々
諸
師

雖
０３
異
解

・大
体
不
出
之
故
略

・也
円

（・蘇
墨
塾
計
下「以
一肇
計
境
）
云
言
如
是
者
実
相
之
理

元
二
相

・称
如

・絶
百
非

・

０４
日
是

・経
詮
此
理

・故
云
如
是

・又
如
是
只
是
指
事
之
詞
謂
如
是
浄
土
之
相
是
我
親

聞
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０５
故
次
句
即
云
我
聞

・也
我
聞
者
我
有
三
種

・
一
見
二
慢
三
名
字
阿
難
於
結
集
時
已

是
０６
元
学
人
則
見
慢
倶
尽
但
為
伝
化

・故
順
世
間
名
字

・称
我

・也

０７

一
時
仏
在
…
…
給
孤
独
園
等
事
　
尋
云

一
時
者
意
如
何
答
円

（勤
端
一・ｒ
・一肇
蔵
』
）

云

一
時
者
如
是
浄
土
之
教
我
聞

０８
当
子
某
年
某
月
某
日
・也
但
云

一
時

・者
以
諸
国
王
制
立
時
各
不
同
故
如
此
土
四

時
彼
方

０９
三
際
東
夏
以
合
朔

・為
月
旦
・西
乾
以
既
望

・為
月
旦
・西
方
尚
爾
四
幾
可
知

・既
難

１０
以
準
定

・故
通
言

一
時

・耳
　
疑
云
以

一
時
已
下

・可
云
発
起
序

・欺
答
今
師
意
爾

也
如
観
経

Ｈ
釈
義

・云
々
　
私
云
今
師
意
未
必
爾

・欺
観
経

一
時
己
下
至
而
為
上
首

・釈
化
前
序

・

故
１２
取
発
起
之
文
段
給
欺
諸
師
多
此
経
有
証
信

・元
発
起
云

円
測
疏
云
経
日
如
是

〈八
丁
左
〉

０１
我
聞
釈
□
就
初
分
中
諸
説
不
同
若
依
世
親
法
花
論
開
為
六
分

・
一
是
者
信
成

０２
就
二
我
聞
者
聞
々
々
三

一
時
者
時
々
々
四
仏
即
是
主
々
々
五
舎
衛
国
等
処
々
々
六

与
〇３
大
等
者
衆
々
々
也
親
光
菩
薩
仏
地
論
云
中
開
為
五
分
謂

一
総
顕
己
聞
二
教
起
時
三

〇４
別
顕
教
主
四
顕
教
起
処
五
教
所
被
機
文
慈
蔵
記
云
唯
有
証
信
元
発
起
略

０５
説
経
故
且
ク
如
是
耳
文
慈
恩
述
讃
云
問
何
故
此
故
此
経
不
請
自
説
答
十
二
部

０６
中
有
元
問
自
説
経
故
如
来
与
衆
生

・作
不
請
之
友
不
可
怪
噴

・亦
可
同

一
段
文
仏

０７
告
身
子
過
西
方
十
万
億
等
刹
為
発
起
於
文
元
失
然
依
報
中
初
略
指
西

０８
方
告
永
以
驚
時
之
衆
心
第
二
問
答
仏
土
得
名
極
楽
所
以
此
即
初
也
文
但
永
観

０９
要
記
云
此
経
有
証
信
元
発
起

・若
依
浄
影
意

・以

一
時
己
下

・可
云
発
起
序

・取
意
円

（巻「卦
確
硝
一・ｒ
二「臥
π
蔵
」
）
一ム
田同

１０
仏
説
諸
経
皆
有
発
起
…
…
何
於
此
経
全
元
由
藉
乎
答
夫
大
聖
垂
範

・皆
有

１１
興
致
・但
事
非
特
異
・故
訳
者
略
而
不
叙
・耳
　
又
舎
衛
者
何
翻
之
欺
答
肇

１２
云
次
釈
説
経
処
此
文
有
二

一
境
界
住
謂
天
子
所
統
之
号
即
舎
衛
国
是
二

〈九
丁
右
〉

０１
依
止
住
謂
如
来
所
居
之
処
即
給
孤
独
園
也
舎
衛
者
此
云
聞
物
・法
鏡
経
云
我
従
物

０２
聞
城
・出
詣
勝
氏
林
・十
二
遊
経
云
其
国
元
物
　
不
有
・天
下
聞
之

・故
聞
物

・善

見
律

０３
云
此
処
昔
先
多
有
道
士
修
行
於
此
住
時
王
出
遊
見
此
地
勝
就
之
立
都
地
従

０４
人
国
名
為
舎
衛
々
々
者
即
地
主
之
名
故
文
通
賛

（摯
世、・・叡
ユ
議士
巻
）
云
舎
衛
者
此
中

印
度
境
僑
薩

０５
羅
之
都
城
名
為
別

布
僑
薩
羅
・故
以
都
城
・為
国
之
称

・文
測
云
舎
衛
国
者

０６
此
云
聞
物
・賢
人
宝
物
多
出
此
国
嘉
名
遠
伝
故
名
聞
物
国
文
一
云
舎
衛
国
祇
樹

０７
者
第
四
教
起
之
処
梵
云
室
羅
代
国
此
云
聞
物
国
文
円

（｛
塾
璽
・ｒ
・一肇
蔵
』
）
云
梵
語

舎
衛
此
翻
聞
物
・

０８
謂
具
足
欲
塵
財
宝
之
物
多
聞
解
脱
之
人
・故
也
観
云
金
剛
疏
云
真
諦
云
彼
国

０９
正
音
応
云
奢
羅
摩
羅
死
底
此
云
好
名
聞
国
・昔
有
仙
人
・有
好
名
聞
・因
以
名
・也
文

１０
旧
翻
為
聞
物
国
・遠
聞
諸
国
故
文
　
又
舎
衛
与
室
羅
筏
城
・同
異
如
何
答
有
云

Ｈ
舎
衛
国
内
室
羅
徒
城
也
　
又
祇
樹
者
梵
語

一
音
中
何
欺
答
梵
漢
兼
称
也

１２
祇
者
梵
語
也
樹
者
漢
語
也
　
又
祇
樹
給
孤
独
園
者
其
義
如
何
答
智
円
疏

（
『か
薪
¨
タ

車
■
二五
三）
云

〈九
丁
左
〉

０１
祇
樹
等
者
即
祇
陀
太
子
所
施
之
樹
給
孤
長
者
所
施
之
園
祇
陀
此
云
戦
勝
・

０２
波
斯
匿
王
太
子
生
時
王
与
外
国
戦
勝
因
立
其
名
給
孤
独
者
此
方
語
梵

０３
云
須
達
多

・翻
為
善

・施
以
善
行
施

・故
郷
人
美
レ
之
名
給
孤
独

・也
少
而
元
レ
父

日
レ孤

０４
老
而
元
レ
子
曰
レ
独
以
此
長
者
常
給
施
二
此
人
・故
樹
先
園
後
者
賢
愚
経
云
舎
衛

０５
国
王
波
斯
匿
有

一
大
臣
名
日
須
達
文
君
尊
臣
卑
故
文
通
賛

一
（塾
＝
・一獣
語
士
巻
）
云
祇
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樹
者
応

０６
云
誓
多
林
言
祇
樹
者
訛
也
誓
多
云
戦
勝
此
即
大
子
之
名
太
子
生
時
隣
怨
至

０７
戦
而
得
勝
遂
以
為
名
給
孤
独
者
是
蘇
達
長
者
此
云
善
施
…
…
旧
云
波
斯
匿
王

０８
是
也
此
名
勝
軍
文
孟
蘭
盆
経
疏
宗
密

（詳
・、故
鉦
議
，
巻
）
云
祇
陀
太
子
之
園
長
者
問
レ

買

太
子

０９
戯
言
側
‐
布
黄
金

・満
即
売
レ
之
長
者
便
欲
交
付

・太
子
云
是
戯
言

共
請
断

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
ン
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

ー０
事
之
人
・被
レ断
令
依
先
語
・長
者
載
　
金
・側
布
唯
余
　
一
隅
・太
子
見
其
不
惜

Ｈ
財
宝
・知
仏
殊
勝
・遂
施
余
之
地
・置
立
門
屋
・施

国
中
樹
以
為
林
蔭
・二
人
共

１２
成
精
舎
・請
仏
居
之
故
云
祇
樹
等
・也
文
通
讃
疏

（襲
＝
・訣
証議
¨
巻
）
云
布
金
満
地
高

敷
五
寸
即
売
之
文

〈
一
〇
丁
右
〉

０１
観
云
又
涅
槃
経
云
祇
陀
長
者
自
造
門
楼
須
達
長
者
七
日
之
中
成
立
大
房
足
三

〇２
百
間
禅
坊
静
処
六
十
二
所
冬
屋
夏
宮
各
々
別
異
厨
坊
泥
室
洗
脚
之
処
大

０３
小
清
厠
元
不
備
足
艶
在
此
勝
処
説
故
可
取
也
文
　
尋
云
給
孤
独
園
広
狭
如
何
答
測

０４
云
真
諦
三
蔵
云
須
達
多
此
云
善
恵
・為
過
去
鳩
留
村
駄
仏
以
於

此
地
・起
精
舎

・

爾
時

０５
地
広
冊
里
仏
及
衆
寿
四
万
歳
須
達
爾
時
名
毘
沙
長
者
・以
金
板
布
地
・宝
衣

０６
覆
之
・而
為
供
養
・倶
那
含
牟
尼
仏
時
仏
及
人
寿
三
万
歳
須
達
爾
時
名
大
家
主

０７
長
者
・以
銀
布
地
而
為
供
養
・爾
時
此
地
広
汁
里
迦
葉
婆
仏
時
仏
及
人
寿
二
万
歳

須
０８
達
爾
時
名
大
幡
相
長
者
・以
七
宝
・布
地
々
広
廿
里
釈
迦
牟
尼
仏
時
仏
及
人
寿
百

０９
歳
地
広
十
里
以
金
餅
布
地
周
満
其
中
・皆
厚
五
寸
置
園
奉
仏
後
弥
勒
出
時
仏
及

１０
人
寿
八
万
歳
地
広
冊
里
以
七
宝
五
寸
置
園
奉
仏
須
達
爾
時
名
為
懐
伝
出
家

‥
　

未
歎
始
敗

１１
修
道
獲
阿
羅
漢
果
攻
　
季

孟
声
聞
衆
等
事
　
与
大
比
丘
衆
…
…
五
十
人
倶
等
事

１２
尋
云
比
丘
翻
菩
薩
人
数
其
義
如
何
答
肇
云
与
義
兼
人
大
者
謂
名
称
位
高
善

〈
一
〇
丁
左
〉

０１
見
律
云
従
中
功
徳
極
大
者
名
大
最
少
者
名
須
陀
一担
大
者
名
阿
羅
漢

０２
比
丘
衆
多
故
言
大
比
丘
者
智
度
論
云
此
有
三
義

一
比
丘
名
為
怖
魔
二
名
乞
士
能

０３
離
邪
命
清
浄
仁
乞
以
中
資
身
故
言
乞
士
邪
命
者

一
離
口
邪
命
不
以
梵

０４
呪
妄
説
吉
凶
得
次
生
命
二
離
身
邪
命
不
行
合
薬
書
符
卜
笠
耕
植
及
手

０５
作
器
得
価
資
養
三
離
身
口
邪
命
不
誦
禁
身
不
燃
火
亦
不
作
観
星
宿

０６
博
蝕
亦
不
下
口
種
作
亦
不
方
口
為
他
駆
使
若
作
此
治
身
名
為
邪
命
比
丘

０７
之
人
不
行
此
事
応
清
浄
行
故
今
行
是
名
為
乞
士
三
比
名
破
悪
丘
名
煩
悩
能
破

０８
煩
悩
故
名
比
丘
衆
者
比
丘
非

一
或
多
和
合
故
名
為
衆
文
肇
云
千
三
百
五
十
人
者

０９
唱
数
也
如
来
所
度
三
迦
葉
二
外
道
師
弟
合
千
二
百
五
十
人
為
報
仏
恩
恒
随
給

１０
侍
倶
者
善
見
律
云
共
在

一
処
名
之
為
倶
文
台

（欧
塾
ｆ
』・（ｏ
叡
帆
）
云
千
三
百
五
十

人
倶
者
三
迦
葉
衆

Ｈ
共
有

一
千
舎
利
目
連
二
百
五
十
常
随
聖
尊
為
証
信
衆
文
円

（勤
埼
一・ｒ
・・・『離
蔵
』
）
云

大
者
梵
云
摩
訂
而
含

１２
三
義
大
義
多
義
勝
義
此
諸
尊
者
悉
為
天
王
大
人

・所
敬

・故
言
大

・
偏
解
内
外
典

籍

・

〈
一
一
丁
右
〉

０１
故
言
多

・超
出
九
十
五
種
外
道
故
言
勝

・文
円

（勤
端
一・ｒ
・・一離
蔵
』
）
云
比
丘
者
因
果

六
義
因
名
乞
士
怖
魔

０２
破
悪
果
号
応
供
殺
賊
元
生
…
…
僧
者
具
云
僧
伽

・此
翻
衆
和
合
謂
四
人
以
上
乃
至

元
０３
量
事
理
二
和
元
有
違
浄
故
名
衆

・　
尋
云
阿
羅
漢
名
義
如
何
答

一
云
阿
羅
漢
者

０４
翻
応
若
依
唯
識
論
以
三
義
明

一
皆
己
永
断
煩
悩
賊
故
二
応
受
世
間
妙
供
養
故
三

〇５
永
不
復
受
分
段
生
故
釈
日
応
此
三
義
故
名
為
応
文
　
尋
云
阿
難
ノ初
果
也
何
云
皆
是

大
０６
ア
ラ
漢

・欺
答
爾
也
但
諸
師
皆
為
会
釈

・肇
云
今
別
十
六
人
其
中
阿
難
雖
非
羅
漢

・

０７
以
徳
望
深
重

・故
亦
衆
所
知
識
在
此
会
文

際
祖
　
尋
云
知
識
者
意
如
何
答
肇
□
衆
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０８
所
知
識
者
此
挙
名
聞
法
花
論
云
諸
王
々
々
子
大
臣
帝
釈
梵
天
等
皆
知
識
故
又
声
聞

０９
菩
薩
仏
等
皆
善
知
識
又
釈
者

一
切
凡
聖
識
其
形
容
・知
其
種
姓
・故
文
恩

（
か̈
醗

が̈

薫韓
・三
五
）
云
衆
所
知

１０
識
次
釈
挙
位
・初
挙
徳
位
即
阿
羅
漢
次
挙
名
聞
・即
衆
所
知
識
文
大
智

（
「総
議
♂
、

熊■
二五
八
）
云
人
天
衆

Ｈ
知
其
徳
業
・識
其
儀
貌
・故
云
衆
所
知
識
文
称
讃
経
晴
邁
疏
云
皆
是
尊
宿
声
潤

１２
謂
年
尊
発
宿
形
□
衆
首
也
慈
蔵
記
云
衆
所
知
識
者
既
是
羅
漢
故
実
徳
内

〈
一
一
丁
左
〉

０１
外
名
善
彰
故
天
人
普
識
猶
如
日
月
在
天
衆
人
之
所
作
望
故
日
知
識
也
□

０２
長
老
舎
利
弗
等
事
　
疑
云
長
老
者
心
如
何
答
肇
云
善
見
律
云
老
者
而
言
大
徳
・小

０３
者
而
称
長
老
・増

一
阿
含
云
仏
言
自
今
己
後
諸
比
丘
不
得
君
卿
相
向
大
称
尊
小

０４
称
賢
長
老
有
三
義

一
年
老
二
知
法
三
善
作
又
智
度
論
云
引
宝
頂
普
華
菩
薩

０５
呼
舎
利
弗
為
老
年
・今
称
為
長
老
・
一
是
年
尊
二
為
知
法
如
俗
有
先
生
称
長
者
之

０６
名
謂
讃
美
其
徳
・不
言
其
諄
・文
慈
蔵
記
云
長
老
者
有
二
義

一
年
少
長
去
故
名

０７
長
老
二
寿
命
久
邁
故
名
為
長
老
云
々
大
智

（転
警
壕
・』・・一五欲
虹
）
云
徳
重
臓
高
故
称
長

老
文

０８
観
云
内
秘
菩
薩
外
現
声
聞
位
高
可
崇
故
呼
為
長
老
也
又
云
摂
大
乗
論
明
身
子
是

レ
し
己

′
―
上

０９
又
己
下
所
列
十
六
人
者
千
二
百
五
十
人
之
内
欺
答
不
必
然

・内
外
間
雑
也
肇
云

千
二
百
五

１０
十
人
者
唱
数
也
如
来
所
度
三
迦
葉
二
外
道
師
弟
合
千
二
百
五
十
五
人
為
報
恩
恒
随

Ｈ
給
侍
今
案
名
諄

一
事
恐
不
然
即
知
羅
喉
大
迦
葉
等
常
在
其
中
豊
亦
是
彼
之

１２
徒
属
也
文
　
私
云
大
迦
葉
等
者
等
之
言
摂
非
外
道
欺
　
又
舎
利
弗
等

一
々
翻
名
如

何
答
舎

〈
一
二
丁
右
〉

０１
利
弗
者
肇
云
増

一
阿
含
云
富
楼
那
問
舎
利
弗
諸
人
称
仁
者
何
等
号
答
我
名
優

０２
波
提
舎
云
弘
母
名
舎
利
従
母
受
称
大
論
云
其
母
目
如
舎
利
鳥
花
厳
入
如
来
徳
智
不

０３
思
議
経
云
舎
利
此
云
鶴
鶴
弗
多
羅
此
云
子
故
涅
槃
経
云
如
舎
利
弗
因
母
立
名
又
羅

０４
云
忍
辱
経
名
鷲
鷺
子
又
中
本
起
経
云
舎
利
弗
者
本
名
優
波
賛
仏
言
汝
与
目

０５
連
音
同
発
願
云
我
成
道
為
左
右
弟
子
今
既
遂
心
優
波
讃
者
高
世
之
号
花
而
不

０６
実
汝
本
願
云
字
為
舎
利
弗
婆
沙
論
云
舎
利
翻
為
身
弗
之
言
子
名
為
身
子
父
名

０７
優
波
提
々
舎
摩
訂
言
大
文
測
云
梵
云
奢
利
弗
恒
羅
言
舎
利
弗
者
訛
也
舎
利
云

０８
驚
即
百
舌
鳥
亦
日
春
鶯
弗
但
羅
言
子
以
母
才
弁
喩
如
驚
鳥
此
是
彼
子
以

０９
母
離
之
故
云
驚
子
又
云
過
去
身
為
瓦
師
値
釈
迦
仏
発
願
云
作
釈
迦
弟
子
但
今

１０
者
亦
符
法
蔵
名
優
婆
提
舎
以
能
論
義
故
兼
得
彼
名
文
円

（勤
端
一・ｒ
訣
π蔵
』
）
云
舎

利
弗
此
翻
殊
子
・

Ｈ
亦
身
子
以
其
母
好
身
形
而
聡
明
之
相
在
二
千
眼
珠
因
名
珠
名
身
也
尊
者
是
珠

１２
所
生
故
名
珠
子
円

（勤
端
一・ｒ
・一整
蔵
』
）
云
摩
詞
‐
大

・目
撻
連
云
胡
豆

・亦
采
萩
上

古
有
仙
・隠
居
求
志

〈
一
二
丁
左
〉

０１
采
萩
豆
而
食
尊
者
是
彼
苗
裔
也
同
姓
者
衆
標
大

・以
別
也
円

（勤
場
一・ｒ
・一発
蔵
」
）

云
摩
訂
迦
葉

０２
此
云
大
飲
光
・古
仙
身
光
翁
赫
呑
飲
飲
光
使
不
得
現
・従
此
命
族

０３
円

（餘
確
繊
一・ｒ
・一肇
蔵
」
）
云
賓
頭
慮
頗
羅
惰
或
云
賓
度
羅
跛
羅
惰
閣
或
云
軍
屠
鉢
漢

皆
梵
音
楚

０４
夏
也
賓
頭
慮
翻
不
動
頗
羅
堕
真
諦
三
蔵
翻
掟
疾
・或
利
根
或
広
語
本

０５
行
集
翻
重
憧
・婆
羅
門
十
八
姓
中

一
姓
也
尊
者
是
彼
種
族
故
円

（巻『塾
磁
一・ｒ
・訣
π蔵
」
）

云
迦
留
陀
夷

０６
云
黒
光
・或
屁
黒
以
其
形
醜
黒
・故
円

（勤
端
一・ｒ
・一整
蔵」
）
云
阿
党
楼
駄
云
元
貧

・

亦
元
滅
・以
其
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０７
常
富
足
故
　
如
是
等
諸
弟
子
等
事
　
尋
云
弟
子
者
意
如
何
答
円

（勤
罐
働
一・ｒ
・二『肇
蔵
」
）

云
如
是
下
総

０８
結
弟
子
者
学
居
師
後
・故
称
弟
・解
従
師
・生
故
称
子
弟
則
顕
師
之
謙
譲
・子
乃
明

０９
資
之
尊
仰
・摩
訂
目
撻
連
者
肇
云
文
殊
師
利
問
疾
経
云
大
目
掟
連
此
云
薙

１０
秩
根
其
父
好
嗽
因
物
為
名
涅
槃
経
云
目
撻
連
是
姓
与
過
去
因
果
経
同
此
云
読

１１
誦
字
拘
律
建
陀
因
祷
拘
律
陀
樹
而
生
故
真
諦
云
応
名
勿
伽
羅
此
云
愛
胡
豆

１２
々
々
即
緑
豆
也
上
古
有
仙
唯
会
食
欺
此
豆
是
彼
仙
種
因
姓
為
名
文
測
云
大
目
乾

〈
一
三
丁
右
〉

０１
連
音
訛
也
此
云
採
寂
氏
上
古
有
仙
居
山
寂
処
常
採
菓
豆
而
食
因
以
為
姓

０２
名
尊
者
之
母
是
彼
之
族
取
母
氏
姓
而
為
其
名
得
大
神
通
簡
余
此
姓
故
云
大

０３
採
萩
氏
従
父
本
文
摩
訂
迦
葉
者
肇
云
此
翻
為
飲
光
真
諦
云
其
先
人
大
仙

０４
種
身
光
明
朗
能
飲
化
光
皆
令
不
現
是
彼
仙
種
故
名
飲
光
但
迦
葉
之
身

０５
□
勝
金
色
飲
光
之
号
殊
祖
未
詳
文
殊
問
経
翻
為
大
亀
氏
恐
誤
耳
毘
婆
沙

０６
論
云
迦
葉
多
有
故
以
大
標
之
以
五
事
勝
故
名
大

一
富
長
者
生
故
二
能
大
富
貴

０７
豪
族
出
家
故
三
能
行
頭
陀
少
欲
知
足
故
四
国
王
天
竜
鬼
神
多
知
識
可
供
養

０８
故
五
捨
世
間
大
利
養
行
少
欲
知
足
行
乞
食
故
又
迦
葉
本
起
経
云
王
舎
城
内

０９
有
大
富
梵
士
名
尼
拘
律
此
□
元
志
有
子
名
畢
撥
羅
大
迦
葉
々
々
是
姓
畢
鉢

１０
羅
是
字
仏
弟
子
中
頭
陀
第

一
仏
常
見
来
分
令
令
坐
文
天
台

（蔵『璧
一媚
。」一一一〇叡
虹
）
云

翻
畢
鉢
羅

Ｈ
亦
云
亀
氏
又
日
先
波
文
測
云
梵
云
摩
詞
迦
葉
婆
摩
訂
大
也
迦
葉
婆
者
姓
也
此
云

１２
飲
光

ハ
ラ
門
姓
文
照

（蔵「璧
一毒
・』一計
欲
虹
）
云
迦
葉
此
翻
大
亀
氏
其
先
代
学
道
霊
亀

負
仙
書
而
応

〈
一
三
丁
左
〉

０１
従
徳
命
族
文
摩
訂
迦
施
延
者
肇
云
摩
詞
迦
施
延
真
諦
云
此
翻
思
勝
古
昔

０２
有
仙
々
由
具
思
問
思
勝
余
人
故
是
彼
仙
種
旧
号
扇
縄
将
応
語
意
応
名

０３
扇
縄
義
将
稽
切
其
父
早
亡
唯
母
孤
養
恋
子
不
再
酢
如
扇
繋
縄
又
釈
施
延

０４
是
姓
扇
是
字
文
摩
詞
拘
締
羅
者
肇
云
此
云
大
悉
々
骨
高
大
是
舎
利
弗
舅

０５
甚
大
聡
明
初
為
外
道
師
名
四
長
爪
梵
志
文
台

（蔵「墓
一媚
・』一一頭
諮
）
云
摩
訂
倶
締
羅

弁
才
元
滞
此

０６
翻
大
膝
文
一
云
梵
正
音
摩
詞
倶
慧
取
羅
此
反
大
膝
云
蓋
大
故
此
舎
利
弗
母
舅
共

０７
仏
論
議
語
解
得
果
謂
立
宗
言

一
切
不
忍
仏
語
言
汝
忍
此
心
不
耶
若
謂
忍
者
即

０８
違
自
言
若
不
忍
者
与
余
元
別
等
如
智
論
也
文
照

（蔵『壁
一礁
・』一一一五
叡
虹
）
云
此
翻
大
膝

諦
妊
耀
舎
利
弗
舅

０９
与
姉
論
議
常
勝
姉
々
黎
不
勝
知
懐
智
人
遂
往
南
天
竺
読
誦
衆
経
元
暇
剪

１０
爪
時
人
呼
為
長
爪
梵
志
文
離
婆
多
者
恩

（巻『塾
繊
一一、二
銀
血
蔵
』
）
云
離
婆
多
者
文
殊
問

経
翻
為
常

Ｈ
作
声
未
詳
其
義
相
伝
云
依
智
論
此
翻
仮
和
合
謂
仮
他
死
人
頭
手
足
而
成

１２
体
故
案
彼
論
第
十
四
巻
汎
説

一
人
不
名
字
未
知
是
此
不
云
有
人
路
行
夜
寄

〈
一
四
丁
右
〉

０１
神
廟
中
宿

一
老
鬼
持

一
死
人
来
欲
潔
即
被

一
小
鬼
欲
奪
各
言
我
許
倫
競
元
定

０２
乃
引
彼
人
為
証
彼
人
思
惟
我
実
亦
死
妄
語
亦
死
寧
実
不
虚
即
云
老
鬼
将

０３
来
彼
小
鬼
発
怒
便
檎
彼
死
人
挽
取
腎
咬
乃
至
頭
脚
老
鬼
漸
愧
此
人
為

０４
証
便
取
死
人
手
足
及
頭
挟
着
天
暁
而
去
口
云
是
我
身
為
非
我
身
遂
至

一
伽
藍

０５
問
僧
是
我
不
因
問
自
説
如
上
之
事
僧
云
汝
身
本
来
四
大
五
陰
仮
和
合
成
何

０６
但
今
日
方
知
合
作
是
語
已
即
度
出
家
後
得
羅
漢
果
攻
測
云
離
婆
多
訛
也
有
云

０７
仮
令
即
智
度
論
云
説
二
鬼
食
人
事
之
攻
所
言
離
婆
多
者
梵
正
音
韻
麗

０８
伐
多
此
云
室
皇
北
方
皇
也
礼
之
得
子
因
以
為
名

一
云
仮
令
如
智
度
論
説
有

一
人

０９
持
不
妄
語
戒
入

一
空
場
而
宿
爾
時
鬼
負

一
屍
至
後
大
鬼
来
言
此
我
将
来
小

１０
鬼
言
我
将
来
即
以
其
人
令
則
爾
時
窃
作
此
念
我
尽
寿
持
不
妄
語
戒
若
如

Ｈ
是
言
即
彼
大
鬼
殺
若
別
言
者
即
犯
於
戒
然
寧
令
前
死
即
言
小
鬼
将
来

１２
爾
時
大
鬼
怒
抜
頭
而
復
小
鬼
取
屍
頭
続
大
鬼
又
抜
両
臀
小
鬼
又
以
屍
腎



46佐竹 真城

〈
一
四
丁
左
〉

０１
続
大
鬼
又
抜
両
膝
小
鬼
又
続
爾
時
取
抜
頭
等
余
己
而
告
其
人
爾
時
思
惟

０２
自
身
為
有
為
元
如
何
成
干
日
暁
已
即
出
至
於
村
辺
寺
々
僧
問
言
汝
不
来
答

０３
我
有
耶
元
耶
又
問
日
今
問
汝
所
来
従
何
所
来
答
日
我
辟
有
耶
元
耶
爾
時

０４
僧
作
此
念
此
人
既
成
就
元
不
観
方
便
即
告
言
汝
身
元
始
以
来
都
元
所
有

０５
但
有
因
縁
和
合
仮
名
為
身
耳
如
是
言
即
便
悟
解
和
合
元
我
而
得
道
果
文

０６
砂
廿

（蔵『蓼
ぞ
・巻林
謬
致
正
）
云
土

…
…
皆
言
我
先
持
来
二
鬼
苦
言
取
其
分
判
此
人

実
見
小
鬼
持
来
及
被

０７
鬼
問
窃
自
思
惟
…
…
遂
如
実
答
小
聖
者
持
来
…
…
言
仮
猶
合
初
常
疑
云
若
我

０８
本
身
眼
見
抜
去
若
是
他
人
身
後
随
我
行
住
疑
或
猶
預
逢
人
即
問
汝
見
我

０９
身
否
衆
僧
見
之
云
此
人
易
度
而
語
云
汝
身
本
是
他
之
遺
体
非
己
有
也
悟
此

１０
仮
合
因
即
得
道
以
常
問
故
亦
云
常
作
声
也
文
周
利
槃
陀
伽
者
肇
云
仏
花

Ｈ
厳
入
如
来
智
徳
不
思
議
経
云
翻
為
継
道
善
見
律
云
翻
為
路
辺
生
首
長
者
有

１２

一
女
与
奴
私
通
遂
逃
他
国
久
而
有
黎
垂
産
思
帰
行
至
中
路
即
産
其
子
因

〈
一
五
丁
右
〉

０１
名
路
辺
生
如
是
三
度
凡
生
二
子
長
名
般
陀
弟
名
周
利
般
陀
伽
兄
弟
相
継

０２
路
生
応
兄
名
路
辺
弟
名
継
道
即
周
利
般
陀
伽
也
之
其
人
父
母
併
亡
兄
厭

０３
家
入
道
其
弟
尋
復
出
家
性
既
愚
鈍
兄
怒
之
日
汝
不
能
持
戒
又
加
媚
堕
幸
即

０４
帰
牽
出
祇
恒
門
外
喘
泣
如
来
見
之
知
根
持
熟
喚
之
在
側
付
掃
篇
与
汝
誦

０５
此
名
々
々
亦
名
除
垢
数
日
誦
之
得
掃
忘
篇
乃
即
思
惟
除
垢
之
義
除
垢
応
得
清

０６
浄
垢
者
是
身
中
結
縛
思
惟
悟
解
成
阿
羅
漢
処
文
経
云
其
人
過
去
遍
通
経
典
蔵

０７
秘
不
説
臨
死
悔
恨
由
秘
惜
故
今
闇
鈍
臨
死
悔
故
今
経
廿
四
年
詑
得
二
字
又
五

〇８
百
弟
子
本
起
経
又
云
我
昔
放
猪
駆
欲
渡
水
縄
繋
猪
口
不
得
喘
息
中
流
死
以

０９
是
因
於
是
後
身
猶
常
喘
鈍
体
作
若
干
変
文
恩

（｛
塾
望
、・工叡
虹
蔵
』
）
云
…
…
処

々

経
々
其
人
過
去
遍

１０
通
経
論
蔵
秘
不
説
臨
死
悔
恨
以
我
解
経
論
不
為
人
説
用
解
何
為
由
秘
惜
故
今

Ｈ
則
暗
鈍
以
臨
死
故
今
廿
四
年
記
得
五
字
因
之
得
悟
文
測
云
梵
云
周
梨
槃
陀
迦

１２
此
云
蛇
奴
或
云
路
生
若
依
本
起
経
或
反
道
辺
有

一
長
者
女
□
然
奴
為
夫
々
与

〈
一
五
丁
左
〉

０１
妻
巡
後
時
懐
妊
還
家
欲
産
来
向
家
道
在
辺
宿
即
生

一
児
夫
復
進
□

０２
即
将
而
還
後
即
懐
身
如
前
道
辺
亦
生

一
児
是
名
摩
訂
般
陀
此
云
大
道
辺

０３
弟
名
周
梨
槃
陀
此
云
小
道
辺
復
夫
与
妻
将
還
家
時
父
長
者
但
止
二
子
而

０４
其
夫
妻
煩
而
発
遣
後
時
二
子
自
往
仏
所
了
証
漏
尽
弟
極
鈍
根
不
能
得

０５
道
欲
還
家
時
仏
自
死
田
住
後
時
方
聞

一
掲
悟
道
何
故
此
人
如
是
鈍
根
而
後
得

０６
道
此
人
前
生
作
大
法
師
多
解
義
理
然
於

一
時
隠

一
微
義
不
為
他
説
如
是
鈍
根

０７
前
大
法
師
故
証
漏
尽

一
云
此
反
蛇
奴
又
云
小
道
辺
生
事
如
両
巻
記
此
人
間
除
垢

０８
頌
而
入
聖
流
兄
名
摩
詞
那
陀
弟
名
周
梨
槃
陀
広
如
周
梨
槃
陀
本
起
経
文

０９
円

（勤
端
一・ｒ
・一発
蔵
』
）
云
諸
経
律
謂
周
利
槃
特
是
也
難
陀
者
恩

（針
場
一・、二
銀
虹
蔵
」
）

云
難
陀
者
大
威
徳
陀
羅
尼
経
云

１０
有
四

一
者
但
言
難
陀
此
云
喜
二
修
難
陀
此
云
善
喜
三
阿
難
陀
此
云
歓
喜
四
婆
難
陀

Ｈ
此
云
賢
歓
喜
今
言
難
陀
者
即
仏
之
親
弟
娘
母
所
生
孫
陀
羅
壻
也
所
以
名
喜

１２
時
白
浄
王
適
有
悉
達
棄
家
入
道
元
人
酎
位
心
常
致
憂
及
生
難
陀
儀
貌
似
兄

〈
一
六
丁
右
〉

０１
堪
継
供
業
故
心
小
喜
別
訳
阿
含
云
仏
言
我
弟
難
陀
者
能
摂
諸
根
不
著
六
尽

０２
飲
食
知
節
裁
以
上
飢
故
名
難
陀
又
増

一
云
身
形
端
政
与
世
殊
異
諸
根

０３
寂
静
心
不
変
易
故
名
難
陀
五
百
弟
子
本
起
経
云
由
過
去
施
僧
媛
浴
室
及

０４

一
洗
比
丘
僧
願
得
元
垢
身
端
政
色
妙
如
花
又
曾
修
辟
支
仏
塔
又
見
迦
葉
仏

０５
塔
建
立
刹
柱
安
承
露
槃
以
是
諸
因
今
生
釈
氏
得
為
仏
弟
子
有
大
人
相
長

一
丈

０６
五
尺
二
寸
文
一
云
難
陀
者
翻
歓
喜
音
声
既
好
令
生
他
善
故
仏
親
弟
子
長

一
丈

０７
五
尺
二
寸
仏
到
本
城
二
日
度
之
大
膝
生
主
之
所
生
也
即
是
摩
訂
婆
閣
婆
提
之

０８
子
文
照

（蔵『墾
一議
・」一一一五
獣
虹
）
云
難
陀
此
云
善
歓
亦
翻
折
楽
本
牧
牛
人
以
牧
牛
試

仏
々
為
説
法
情
楽
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０９
得
道
故
有
処
名
牧
牛
難
陀
或
□
即
律
中
跛
難
陀
也
文
阿
難
陀
者
肇
此
云
歓
喜
也

１０
又
次
世
々
修
忍
辱
故
身
端
正
人
見
歓
喜
因
以
為
字
観
仏
三
昧
経
云
仏
言
阿
難
汝
名

Ｈ
歓
喜
依
名
定
実
増

一
云
阿
難
有
四
希
有
令
人
歓
喜

一
黙
然
至
大
衆
中
見
者
皆
喜

１２
二
正
有
所
説
聞
者
亦
喜
不
説
黙
然
人
見
亦
喜
三
行
勤
時
見
衆
□
生
歓
喜
儡
仰

〈
一
六
丁
左
〉

０１
観
視
元
厭
足
四
正
有
所
説
聞
元
厭
故
心
歓
喜
大
論
云
昔
依
長
者
因
施
誦
経

０２
沙
弥
食
遂
発
大
願
小
師
成
仏
願
我
為
多
聞
弟
子
今
如
来
所
有
法
蔵
悉
能
受

０３
持
如
済
潟
水
置
之
異
器
文
恩

（勤
場
一・、・叡
証
蔵
』
）
云
阿
難
陀
者
智
度
論
云
如
来
得

道
夜
生

０４
初
有
天
人
空
中
告
白
浄
王
日
悉
達
太
子
昨
夜
明
皇
出
時
成

一
切
智
王

０５
聞
歓
喜
又
王
第
二
弟
斜
飯
王
復
是
其
日
来
啓
日
昨
夜
生

一
男
王
日
貴

０６
弟
生
男
我
心
歓
喜
今
日
大
告
爾
時
生
子
応
字
阿
云
歓
喜
…
…
妃
Ｊ
文
測
云
阿
難

０７
陀
此
云
慶
喜
但
言
阿
難
翻
喜
智
度
論
第
三
巻
云
阿
難
得
名
有
二
先
世
因

０８
縁
及
父
母
作
釈
迦
先
世
作
瓦
師
名
大
明
爾
時
有
仏
名
釈
迦
弟
子
名
舎
利
弗

０９
目
連
阿
難
仏
与
弟
子
倶
到
瓦
師
舎

一
宿
瓦
師
布
施
聖
草
灯
明
右
密
従
三

１０
事
供
養
発
願
者
我
於
当
来
五
濁
世
出
成
仏
名
釈
迦
弟
子
名
舎
利
弗
目
連
阿

Ｈ
難
世
云
忍
辱
除
唄
以
是
因
縁
故
生
端
正
父
母
以
其
端
正
見
者
皆
歓
喜
故
阿
難

１２
々
々
此
云
歓
喜
父
母
作
字
故
初
有

一
王
名
号
草
王
及
后
至
老
年
時
入
山
修
道

〈
一
七
丁
右
〉

０１
依
楳
而
住
為
猟
師
射
王
及
后
二
人

一
時
著
箭
傷
已
各
出

一
滞
血
其
血
入
地

０２
変
生
茸
庶
双

一
茎
生
男

一
茎
生
女
互
為
因
縁
苦
為
夫
婦
世
々
相
続

０３
生
四
子
初
生
名
茸
庶
乃
至
師
子
頬
王
々
々
々
々
生
四
王

一
浄
飯
王
二
百
飯
王
三

〇４
斜
飯
王
四
甘
露
飯
王
有

一
女
名
甘
露
味
浄
飯
王
二
子
悉
達
難
陀
白
飯
王

０５
二
子
跛
提
々
沙
斜
飯
王
二
子
提
婆
達
多
阿
難
甘
露
飯
王
二
子
摩
詞
男
阿
泥

０６
慮
豆
甘
露
味
子
有

一
子
名
施
婆
羅
仏
成
道
時
生
々
歓
喜
故
名
歓
喜
皇
文

０７

一
云
阿
難
陀
者
反
慶
喜
世
尊
成
道
内
外
成
慶
当
喜
時
生
故
浄
飯
王
目
之

０８
為
名
廿
五
年
方
仏
侍
者
如
涅
槃
経
及
像
正
説
言
文
羅
喉
羅
者
肇
云
羅
喉
羅

０９
此
云
覆
障
亦
云
日
雲
生
五
百
弟
子
本
起
経
云
我
昔
為
王
請
衆
僧
会
者
後
園

１０
忘
六
日
不
与
其
食
然
我
元
悪
心
以
忘
因
縁
堕
黒
縄
地
獄
経
六
万
歳
最
後
受

Ｈ
胎
六
年
乃
至
故
云
覆
障
謂
以
被
胎
膜
不
覆
障
也
仏
出
家
載
羅
喉
乃
生
諸
釈

１２
皆
疑
非
釈
種
仏
成
道
後
還
宮
説
法
其
妻
耶
輸
陀
羅
此
云
□
声
欲
自
雪
身

〈
一
七
丁
左
〉

０１
知
目
清
白
乃
以
歓
喜
九
与
羅
喉
令
奉
汝
父
仏
知
其
意
乃
変
弟
子
作
仏
身

０２
羅
喉
献
奉
而
意
不
錯
仏
既
受
已
化
仏
皆
滅
諸
釈
方
信
実
是
宮
生
入
大
乗

０３
論
云
羅
喉
久
住
世
者
是
変
化
身
文
測
云
梵
云
羅
惜
羅
此
云
執
日
旧
云
羅
喉
羅

０４
翻
為
障
蔽
亦
云
覆
障
非
也
梵
云
笈
房
鉢
底
此
云
牛
相
或
云
牛
主
文

０５

一
云
羅
喉
羅
者
此
云
執
日
反
障
蔽
非
也
過
去
作
国
王
期
与
食
仙
人
待
我
入
宮

０６
忘
運
六
日
由
罪
業
五
百
世
中
生
々
運
胎
六
年
此
耶
輸
陀
羅
之
中
子
非
麗
夷

０７
子
仏
初
出
家
夜
始
今
胎
於
初
成
道
夜
生
羅
運
於
六
年
方
出
胎
故
諸
釈

０８
氏
共
言
定
非
悉
達
入
子
即
掘
作
大
坑
以
陀
羅
木
積
於
坑
中
以
火
焚
之

０９
則
将
耶
輸
陀
羅
至
火
坑
辺
時
耶
輸
陀
羅
見
火
坑
已
方
火
驚
怖
抱
児
長

１０
嘆
念
菩
薩
言
汝
有
憐
慇

一
切
天
龍
鬼
神
咸
敬
於
汝
今
我
母
子
薄
於
祐
助
元

Ｈ
過
受
苦
則
向
仏
方
所

一
心
敬
礼
復
拝
諸
釈
氏
合
掌
向
火
而
説
実
語
我
此

１２
児
実
不
従
他
此
言
不
虚
者
火
当
消
滅
即
入
火
中
而
此
火
坑
反
為
水
池
自

〈
一
八
丁
右
〉

０１
見
己
身
処
蓮
花
上
爾
時
諸
釈
氏
倍
加
恭
敬
浄
飯
王
愛
重
深
厚
不
羅
喉

０２
羅
乃
解
秋
念
爾
時
白
浄
王
儡
作
於
仏
遣
使
請
仏
憐
慈
故
還
帰
本
国
来

０３
到
釈
宮
仏
及
千
二
百
比
丘
皆
如
仏
身
光
明
元
異
語
羅
喉
誰
是
汝
父
往
到

０４
其
辺
羅
喉
羅
礼
仏
已
説
正
在
如
来
右
足
辺
念
如
来
即
以
元
量
劫
中
所
修
功
徳
相

０５
輪
之
手
摩
羅
喉
羅
頂
藤
劉
雌
繭
経
文
円

（餘
場
一・ｒ
・一腎
蔵
』
）
云
羅
喉
羅
云
障
日
蔽
此
修

羅
之
名
以
其
能

０６
障
蔽
日
月
一故
此
尊
者
障
仏
出
家
如
修
羅
障
月

一故
乃
如
来
之
嫡
弟
也
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０７
照

（勤
罐
嗜
動
ホ
融
肛
蔵
」
）
云
羅
喉
羅
此
云
覆
障
仏
□
嫡
子
疇
往
業
故
在
胎
六
年
故
言

覆
障
真
諦
云
羅
喉

０８
本
言
修
羅
能
手
障
日
月
応
言
障
月
仏
言
我
法
如
月
此
児
障
我
不
即
出
家
世
々

０９
障
我
世
々
能
捨
故
云
覆
障
文
観
羅
喉
羅
者
此
云
覆
障
三
蔵
云
本
是
阿
修
羅
名

１０
若
具
翻
之
応
云
障
月
仏
子
又
云
宮
生
鶴
文
僑
梵
婆
提
者
肇
云
仏
花
厳
入
如

ン
ト

ーー
来
徳
智
不
思
議
経
云
翻
為
牛
主
大
論
翻
為
牛
呵
・処
々
経
云
昔
作
比
丘
摘
他

一

１２
穂
穀
観
其
□
熟
五
百
生
来
与
他
牛
償
力
而
今
得
道
足
由
似
牛
食
後
即
呵

〈
一
八
丁
左
〉

０１
因
名
牛
呵
分
別
功
徳
論
云
時
人
毀
障
得
罪
仏
合
居
切
利
天
上
Ｆ
利
樹
下
坐
解

０２
律
第

一
仏
涅
槃
去
後
結
集
法
時
迦
葉
令
命
之
今
閻
浮
提
有
大
法
事
問
日
仏

０３
槃
湿
槃
耶
答
以
般
涅
槃
我
和
上
舎
利
弗
□
所
答
先
仏
涅
槃
乃
歎
曰
我
大
師
己
滅
度

０４
和
上
復
涅
槃
世
間
眼
滅
不
能
復
下
即
化
火
焼
身
四
道
流
水
注
閻
浮
提
法
集

０５
衆
中
水
中
説
偶
言
僑
梵
鉢
題
頭
面
礼
妙
衆
第

一
大
徳
僧
聞
仏
滅
度
我
随

０６
去
於
是
天
上
般
涅
槃
大
論
亦
作
如
是
説
文
則
云
僑
梵
婆
提
訛
也
過
去
因
摘

一

〇７
茎
禾
数
顆
堕
地
五
百
生
作
牛
償
他
今
雖
人
身
尚
作
牛
蹄
牛
呵
之
相
因
号

０８
為
牛
相
比
丘
文
一
云
梵
正
音
笈
房
鉢
底
此
云
牛
相
文
賓
頭
慮
頗
羅
堕
者

０９
暁

（勤
疇
一・鷹
肇
蔵」
）
云
賓
頭
慮
此
云
老
曰年
波
羅
堕
此
云
利
根
文
恩

（蔵跡
埜
口
一〓「砕

幅
）
云
賓
頭
慮
頗
羅
堕
案
請
賓

１０
頭
慮
法
云
賓
頭
慮
是
字
未
詳
其
義
頗
羅
堕
是
姓
此
日
利
根
但

一
切
新
作

Ｈ
屋
宅
浴
室
斎
会
新
衣
上
眼
先
奉
先
請
凡
欲
請
者
当
於
静
処
焼

１２
香
礼
拝
向
天
竺
国
摩
梨
山
至
心
称
言
大
徳
賓
頭
慮
頗
羅
堕
誓
受
仏

〈
一
九
丁
右
〉

０１
教
救
為
末
法
人
作
福
田
者
願
受
我
請
毘
奈
耶
律
云
其
人
本
貧
木
施
檀
鉢

０２
為
樹
誓
長
者
現
神
足
往
即
仏
責
之
・不
聴
住
此
界
即
往
西
程
陀
尼
教
化
衆

０３
生
三
摩
掲
経
云
仏
欲
化
彼
事
裸
形
外
道
難
陀
国
王
故
令
諸
弟
子
皆
現
神
変

０４

一
時
至
彼
受
其
不
請
時
賓
頭
慮
在
於
山
中
正
縦
衣
乃
妄
去
忽
憶
著

以
針
判

０５
地
縫
猶
二
著
衣
運
神
足
即
往
其
山
以
針
線
不
牽
亦
随
後
去
時
彼
国
有
字

０６
婦
見

一
大
発
蔽
空
而
至
慢
怖
堕
胎
仏
遥
知
之
令
目
連
往
語
汝
後
々
々
何
山
也

０７
賓
頭
慮
廻
顧
見
之
把
得
此

一
榔
八
千
里
仏
語
之
日
我
教
化
衆
生
皆
欲
得
涅
槃
今
汝

０８
失
期
又
殺

一
人
々
命
既
重
我
所
不
喜
汝
従
今
後
不
得
復
随
我
食
及
預
衆
留

０９
汝
作
後
世
福
田
至
弥
勒
出
乃
得
滅
度
賓
頭
慮
問
段
憂
悩
自
責
食
詑
入
山
入

１０
大
乗
論
云
阿
羅
漢
元
煩
悩
者
与
八
住
菩
薩
同
修
如
意
足
能
随
意
住
□
即
賓
頭
慮

１１
是
然
是
変
化
身
非
実
身
文
測
云
賓
頭
慮
此
云
音
年
々
高
徳
大
亦
□
上
座
文

１２
観
云
賓
頭
慮
頗
羅
堕
者
性
頗
羅
堕
俗
也
真
諦
三
蔵
云
翻
為
利
根
仏
人
六
性
波

〈
一
九
丁
左
〉

０１
羅
門
中

一
性
也
妃
天
台

（蔵『塾
謙
・」一一ぴ
叡
虹
）
云
賓
頭
頗
堕
翻
走
閉
門
里
有
疏
云
賓
頭

慮
頗
羅
堕
者

０２
未
詳
其
義
頗
羅
堕
誓
性
此
日
利
根
一
切
新
作
屋
宅
浴
室
斉
会
…
…
帥
躙如

０３
願
受
請
妃
西
明
元
暁
二
師
賓
頭
慮
与
頗
羅
堕
各
別
釈
之
文迦
留
陀
夷
者
肇

０４
法
花
経
云
此
名
黒
曜
増

一
阿
含
云
迦
留
陀
夷
其
身
極
黒
夜
行
乞
食
時
天

０５
大
闇
而
至
他
屋
有
聞
電
光
彼
家
婦
人
懐
手
電
光
中
見
謂
之
黒
鬼
怖

０６
而
堕
胎
乃
謂
之
日
汝
何
鬼
耶
答
我
理
曇
弟
子
今
来
乞
食
彼
女
悪
罵
如

０７
来
知
時
即
救
比
丘
不
遇
中
食
亦
不
得
預
乞
食
文
暁

（銑
躍
慟
一・肛
肇
菫
）
云
迦
留
陀

夷
此
云
黒
上
此

０８
是
悉
達
未
出
家
時
之
師
也
文
恩

（勤
確
勧
一一、一七「離
塵
）
云
正
法
花
云
此
名
黒
曜
毘
奈

耶
律
云
名
黒
光
文

０９
測
云
此
云
黒
色
此
人
悉
達
在
宮
為
師
也
亦
反
端
正
相
好
文
一
云
迦
留
陀
夷
者
翻

１０
黒
色
従
此
制
非
時
食
者
・也
文
観
云
迦
留
陀
夷
者
迦
留
此
翻
時
陀
夷
名
之
為

１１
起
十
八
部
疏
云
迦
留
者
累
陀
夷
者
上
謂
悉
達
太
子
宮
時
師
也
文

１２
摩
訂
劫
賓
那
者
恩

（勤
端
一一、一七「離
蔵
』
）
云
此
□
房
宿
相
伝
云
以
其
勧
入
道
門
在
僧

房
宿
仏
知
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〈
二
〇
丁
右
〉

０１
道
根
将
熟
即
自
化
為
者
比
丘
与
之
共
宿
因
為
説
法
而
悟
聖
道

・故
名
房
宿
亦

０２
名
房
皇
因
祷
房
皇
而
生
故
以
為
字
文
照

（欧
墾
礁
』〓一五
獣
可
）
云
此
翻
房
宿
蒲
祷
星
感

子
故

０３
以
為
名
又
初
出
家
欲
往
見
仏
夜
雨
寄
陶
師
家
宿
又

一
比
丘
随
後
而
来
前
比

０４
丘
推
草
与
之
在
地
而
坐
後
比
丘
即
為
説
法
裕
然
得
道
後
比
丘
即
是
仏
共
仏
房

０５
宿
隋
従
得
道
処
為
名
文
薄
拘
羅
者
肇
薄
倶
羅
此
云
善
容
謂
好
容
儀
過
去
曾

０６
持

一
不
殺
戒
今
得
五
死
報

一
釜
煮
不
死
二
放
金
博
不
焦
三
堕
水
不
溺
四
魚
呑

０７
不
煙
五
刀
割
不
傷
五
百
弟
子
自
説
本
起
経
云
我
昔
曾
施
病
僧
薬
及
施
沙

０８
門
呵
梨
勒
九
十

一
劫
以
来
不
堕
悪
道
今
年

一
百
六
十
未
曾
有
病
又
分
別
功
徳
論

０９
云
薄
拘
羅
昔
作
長
者
因
酔
入
寺
唱
言
諸
比
丘
有
不
須
者
当
至
我
家
明
旦

１０
有

一
比
丘
来
索
薬
言
患
頭
病
長
者
□
此
一吊
上
有
水
仰
政
頭
遂
病
如
即
施

一

Ｈ
呵
梨
勒
菓
比
丘
服
己
得
差
由
是
因
縁
九
十

一
劫
未
曾
有
病
至
年
八
十
出
家

１２
学
道
経
今
八
十
年
合
年

一
百
六
十
中
阿
含
云
我
持
糞
掃
衣
来
八
十
余
年

〈
二
〇
丁
左
〉

０１
未
曾
憶
受

一
居
士
請
及
衣
未
曾
割
哉
作
衣
及
債
他
作
衣
未
曾
針
縫
逢

０２
及
針
誕
表
乃
至

一
綾
未
曾
従

一
大
家
乞
食
未
曾
視
女
人
面
及
入
比
丘
房

０３
亦
不
共
語
未
曾
畜

一
沙
弥
不
曾
暫
病
頭
病
亦
不
服

一
行
薬
八
十
年
来
若
珈

０４
映
坐
未
曾
侍
服
雑
阿
含
云
仏
滅
之
後
時
阿
育
王
遍
礼
諸
塔
広
施
珍
宝
聞
薄

０５
拘
羅
少
欲
第

一
乃
施

一
銭
時
彼
神
還
椰
出
之
王
言
善
哉
真
実
少
欲

一
銭
亦
不

０６
受
文
慈
恩
釈
全
同
也
測
云
梵
云
薄
矩
羅
此
云
善
容
言
薄
倶
羅
訛
也

０７
毘
婆
層
仏
入
涅
槃
後

一
比
丘
甚
患
頭
痛
善
容
時
貧
人
持

一
訂
梨
勒
施
比
丘
々
々

０８
服
詑
病
即
除
愈
由
施
薬
故
九
十

一
劫
天
上
人
中
受
福
快
楽
今
生
婆
羅
門
家

０９
其
母
早
亡
遂
遇
後
母
々
方
便
殺
之
経
五
不
死
又
持
不
殺
戒
得
五
不
死

一
釜
煮

１〇
二
基
博
不
死
二
堕
水
不
溺
四
魚
呑
不
死
五
刀
割
不
傷
後
求
出
家
得
阿
羅
漢
出

Ｈ
家
八
十
曾
不
頭
痛
目
不
視
女
人
而
亦
不
入
尼
寺
不
為
女
人
説

一
句
法
後
元
憂

１２
王
巡
塔
布
施
知
其
少
欲
但
施

一
銭
塔
踊
置
地
猶
久
不
受
方
知
少
欲
如

〈
二

一
丁
右
〉

０１
付
法
蔵
伝
説
此
因
縁
文

玄
一釈
全
同
之
阿
党
楼
駄
者
肇
云
亦
云
阿
泥
慮
豆
亦
言
阿

０２
貧
楼
駄
此
□
如
意
是
白
浄
王
第
四
弟
甘
露
王
之
子
過
去
曾
以

一
食
施
辟
支

０３
仏
十
五
劫
来
天
上
人
間
受
勝
妙
楽
末
後
生
此
釈
種
之
中
得
阿
羅
漢
不
須
如
意

０４
因
以
為
名
文
暁

（動
機
競
一・ビ
欲
ユ蔵
」
）
云
此
云
元
貧
或
云
如
意
文
恩

（動
機
塾
・、Ｌ
硲
蔵
」
）

云
此
云
如
意
正
法
花
云
名
淳
寛
文

０５
測
云
梵
云
阿
泥
律
陀
此
云
元
滅
仏
之
党
弟
阿
党
楼
駄
也
夜
醍
字
亦
云
如
意
云
々

０６

一
云
梵
正
音
阿
泥
律
陀
反
元
滅
仏
之
党
過
去
盗
賊
取
物
闇
故
以
天
之
本
而
正

０７
灯
時
火
明
照
珍
宝
即
作
此
念
他
仏
自
物
如
是
供
養
不
亘
盗
賊
取
故
捨
而
来
彼

０８
時
増
明
故
九
十

一
劫
常
得
明
眼
今
此
生
中
天
眼
第

一
大
阿
羅
漢
智
度
論
云
阿
尼
慮

０９
豆
大
阿
羅
漢
暫
観
見
之
千
界
観
見
二
千
界
間
彼
論
第
五
巻
云
大
阿
羅
漢
小
用

１０
心
見
二
千
界
大
用
心
見
三
千
界
何
故
□
阿
羅
漢
天
眼
第

一
見
二
千
界
答
約
小
用

Ｈ
心
而
開
暫
訪
故
後
文
但
言
見
二
千
若
大
用
心
即
見
三
千
界
若
不
爾
者
不
応

１２
天
眼
第

一
故
又
云
如
意
由
供
辟
支
仏
資
財
如
意
故
文
観
云
阿
寃
楼
駄
者
此

〈
二

一
丁
左
〉

０１
翻
為
如
意
亦
云
元
貧
西
明
疏
亦
加
二
人
謂
捺
阿
迦
与
難
達
羅
難
□
阿
也
文

０２
妙
少

（鼈
勤
オ
・巻船
筆
転
証
）
云
亦
云
阿
泥
楼
豆
或
云
阿
那
律
亦
云
阿
泥
嗜
多
並
梵
音

楚
夏
皆
云
元

０３
滅
亦
日
元
貧
言

一
食
之
施
者
賢
愚
経
説
弗
沙
仏
末
世
時
飢
饉
有
辟
支
仏

０４
名
利
咤
行
乞
空
鉢
元
獲
有

一
貧
人
見
而
悲
悼
白
言
勝
士
能
受
稗
不
即
以

０５
不
嗽
奉
之
食
已
作
十
八
変
後
更
採
稗
有
克
跳
犯
其
背
変
為
死
人
元

０６
伴
得
脱
待
闇
還
家
委
地
即
成
金
人
抜
指
随
生
用
脚
還
出
取
之
元
尽
悪

０７
人
告
王
欲
来
集
之
倶
見
死
屍
而
其
胡
即
是
金
宝
現
報
若
是
九
十

一
返

０８
即
果
報
也
又
其
生
已
後
家
業
豊
溢
日
夜
増
父
母
欲
試
之
蓋
空
器
皿
往

０９
遣
発
看
百
味
具
足
而
其
門
下
日
々
常
有

一
万
三
千
取
債
六
千
還
直
出
家
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１０
已
後
随
不
至
処
人
見
歓
喜
欲
有
不
須
如
己
家
元
異
即
世
尊
之
党
弟
斜

Ｈ
飯
王
之
次
子
也
　
菩
薩
衆
事
　
井
諸
菩
薩
摩
詞
サ
者
肇
云
次
明
菩
薩
衆

１２
又
有
三
初
標
類
次
列
名
後
結
定
井
諸
菩
薩
摩
訂
サ
次
釈
標
類
智
度
論
云

〈
三
二
丁
右
〉

０１
本
応
名
菩
提
サ
タ
摩
詞
サ
今
釈
云
菩
薩
謂
元
上
智
恵
亦
名
為
覚
亦
名
為
道
サ
タ

０２
言
衆
生
或
言
大
心
勇
猛
今
菩
下
除
提
薩
下
除
壇
故
名
菩
薩
道
行
経
云
仏
言
是

０３
人
於

一
切
法
悉
覚
悉
了
悉
知
故
名
菩
薩
天
上
天
下
最
尊
最
勝
名
摩
詞
サ
文

０４
文
殊
師
利
王
子
者
肇
云
文
殊
師
利
法
王
字
次
釈
名
案
梵
本
六
曼
殊
室
利
此

０５
云
妙
徳
新
訳
称
讃
浄
土
経
云
名
妙
吉
祥
悲
花
経
云
過
去
有
仏
名
宝
蔵
如
来

０６
将
転
輪
王
第
二
子
照
明
智
慧
発
大
願
修
菩
薩
行
彼
仏
語
言
我
今
字
汝
為

０７
文
殊
師
利
今
依
旧
因
為
名
問
彼
真
菩
薩
為
示
現
人
答
依
首
枡
厳
経
云
過
去

０８
不
可
思
議
阿
僧
祇
劫
於
此
南
方
作
仏
世
界
名
平
等
仏
号
龍
種
上
尊
王
即
文
殊

０９
也
央
掘
魔
経
云
今
此
北
方
有
仏
之
刹
名
常
喜
仏
号
歓
喜
蔵
摩
尼
宝
積
如
来

１０
処
胎
経
云
文
殊
本
為
能
人
師
今
為
仏
弟
子
二
尊
不
並
化
故
我
為
菩
薩
又
菩
薩
理

Ｈ
略
経
云
過
去
久
遠
有
仏
名
大
身
者
文
殊
師
利
是
也
文
殊
仏
土
経
云
却
後
於
南
方

１２
作
仏
名
普
現
世
界
名
離
垢
心
勝
阿
弥
陀
仏
国
又
文
殊
般
涅
槃
経
云
仏
言
我
滅

〈
三
二
丁
左
〉

０１
度
後
四
百
五
十
年
文
殊
従
雪
山
出
趣
本
住
処
舎
衛
国
多
羅
衆
落
現

０２
其
妙
身
三
十
二
相
八
十
種
好
施
大
光
明
奄
然
光
滅
留
全
身
舎
利

一
云
丈
六
尺
如

０３
浄
流
離
内
外
明
徹
法
王
子
者
謂
従
仏
化
生
従
仏
口
生
仏
為
法
王
人
為
法
子
彼

０４
菩
薩
堪
飼
聖
種
故
言
法
王
子
仏
地
論
云
従
世
尊
日
正
法
王
故
能
紹
仏
種
令
不
断

０５
絶
名
法
王
子
十
地
論
云
十
地
菩
薩
名
法
王
子
地
何
以
故
次
紹
仏
位
故
何
況
其
人

０６
是
過
去
仏
也
但
爾
為
菩
薩
堪
継
法
王
故
放
鉢
経
云
釈
迦
仏
言
我
今
得
仏
是
文

０７
殊
恩
文
殊
是
我
過
去
本
師
過
去
元
量
諸
仏
皆
文
殊
弟
子
当
来
亦
爾
文

０８
殊
者
乃
仏
道
中
之
父
母
也
文
阿
逸
多
菩
薩
者
肇
云
阿
逸
多
菩
薩
次
釈
新
訳
称

０９
賛
浄
土
経
翻
為
元
能
勝
或
言
弥
勒
此
言
慈
氏
由
彼
多
修
慈
心
多
人
慈
定
修
慈

１０
心
多
入
慈
定
修
慈
最
勝
名
元
能
勝
文
測
云
阿
逸
多
此
云
元
能
勝
此
菩
薩
慈
悲

Ｈ
摂
化
能
勝
余
故
文
天
台

（転
機
・輔
・ま
ｏ
叡
虹
）
云
翻
元
三
毒
文
一
云
阿
逸
多
者
此
翻
元

能
勝
次
当

１２
作
仏
元
能
勝
故
復
名
弥
勒
即
従
姓
為
号
文
乾
陀
詞
提
菩
薩
者
恩

（巻『塾
亜
・、・欲
虹
蔵
』
）

云
未

〈
二
三
丁
右
〉

０１
詳
所
訳
然
称
賛
浄
土
経
第
二
菩
薩
名
不
休
息
未
知
為
即
翻
此
菩
薩
乾
陀
詞
提
為

０２
当
非
也
若
是
不
休
息
即
応
救
生
不
絶
名
不
休
息
正
法
花
説
名
不
冥
遠
文

０３
暁
与
測
玄

一
西
明
同
云
此
云
赤
色
文
照

（蔵「璧
一端
・』一一一五
欲
ユ
）
云
此
翻
不
休
息
衆
生

元
尽
修
因
感
果
元

０４
窮
已
故
文
常
精
進
菩
薩
者
肇
云
次
釈
正
法
花
云
名
応
時
菩
薩
涅
槃
経
云
如
是
時
中

０５
任
修
布
施
乃
至
修
智
恵
随
時
不
憚
名
常
精
進
ヌ
観
云
以
衆
生
常
有
諸
苦
是
故

０６
大
士
恒
順
済
抜
故
言
常
精
進
文
　
天
人
衆
事
　
及
釈
提
桓
因
等
元
量
諸
大
衆

０７
倶
者
肇
云
智
度
論
云
釈
為
能
提
為
天
桓
因
為
主
謂
能
為
天
主
又
釈
是
字
提

０８
桓
因
是
号
称
僑
Ｆ
迦
者
彼
於
往
在
摩
伽
陀
国
作
婆
羅
門
名
摩
伽
僑
Ｆ
迦

０９
有
大
福
徳
与
汁
二
友
修
迦
葉
仏
破
塔
基
倶
生
切
利
天
摩
伽
為
主
称
帝
釈
也

１０
仏
呼
本
性
故
言
僑
Ｆ
迦
或
云
千
眼
以
其
過
去
聴
俊
断
千
事
故
称
千
眼
問

Ｈ
是
何
位
人
答
有
言
須
陀
恒
有
言
是
大
菩
薩
有
言
是
凡
夫
所
言
等
者
謂
諸
兼
上

１２
及
下
其
数
非

一
故
言
元
量
諸
天
大
衆
倶
上
来
引
証
分
亦
云
証
信
序
文

恩
釈
全
同

〈
二
三
丁
左
〉

０１
測
云
釈
云
釈
迦
提
桓
因
陀
羅
釈
迦
此
云
能
提
桓
此
云
天
因
陀
羅
此
云
主
提
云
能
天

主
０２
元
量
諸
天
者
欲
色
元
色
諸
天
応
知
文
一
云
述
云
第
三
雑
類
衆
梵
正
音
釈

０３
迦
提
婆
因
陀
羅
此
反
能
天
至
又
云
隋
層
迦
此
従
過
去
姓
名
也
言
等
者
取
人
非
人
也

０４
言
元
量
諸
天
者
挙
地
居
天
主
通
取
諸
天
言
大
衆
者
余
人
非
人

一
切
大
衆
是

０５
故
下
云
元
量
天
人
阿
修
羅
等
故
喩
伽
第
二
云
衆
有
八
種

一
刹
帝
利
衆
二
婆
羅
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０６
門
衆
三
長
者
衆
四
沙
門
衆
五
四
天
王
衆
六
三
十
三
天
衆
七
夜
摩
天
衆
八
梵
衆
上

０７
説
三
衆
中
随
応
可
知
文
照

（蔵『塾
一端
・』一一一五
肇
ユ
）
云
三
十
二
天
中
釈
提
桓
因
具
云
釈

迦
因
陀
羅
此
翻
能

０８
天
帝
即
二
十
二
天
主
今
言
帝
釈
即
花
梵
双
挙
大
梵
四
王
天
衆
甚
多
不
復

０９
尽
挙
故
云
元
量
文
兼
道
俗
四
衆
龍
鬼
八
部
故
云
大
衆
倶
序
中
従
略
文
見

１０
流
通
文

Ｈ
己
上
経
序
分
寛

Ч

『宗
学
院
論
集
』
九

一
号
所
収
、
二
〇

一
九
年
。

２
以
下
、
筆
者
は

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
対
し
て

『法
事
讃
疑
芥
』
の
呼
称
を
用
い
る
。
そ
の

理
由
等
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

埓

『
仏
全
』
巻

一
。
三
四
三
頁
上
―
三
四
四
頁
上
。
な
お
、

『
仏
全
』
所
収
本

『
長
西
録
』

を
見
る
限
り
、
数
点
の
問
題
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
は
、
仁
岳

『
阿
弥
陀
経
新
記
』

（以

下
、

『
仁
岳
新
記
』
と
略
称
）
で
あ
る
。

『
法
事
讃
疑
芥
』
中
に
は

「新
記
」
や

「
疏
」

の
名
称
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、　
一
先
ず
同

一
書
と
し
て
計
上
し
た
が
、

『
長
西
録
』
に

は

『
科
文
』

。
『
疏
』
二
巻

・

『
指
論
』
二
巻
の
三
書
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
ら
の
別
称
を
含
め
、

「
新
記
」
な
る
書
名
は
確
認
で
き
な
い
。
外
に
目
を
向
け
れ

ば
、

『
楽
邦
文
類
』
に
は

「
阿
弥
陀
経
新
疏
序
　
浄
覚
法
師
仁
岳
」

（
『
大
正
蔵
』
巻

四
七

。
一
六
六
頁
下
）
と
、
仁
岳
撰

『
阿
弥
陀
経
新
疏
』
な
る

一
書
の
序
文
が
収
録
さ
れ

て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
が
、

『
仁
岳
新
記
』
と

『
新
疏
』
が
同

一
書
で
あ
る
の
か
、
は

た
ま
た

『
仁
岳
新
記
』

・
『
新
疏
』
と

『
長
西
録
』
所
伝
の

『
疏
』
の
三
本
は
別
書
で
あ

る
の
か
は
、
現
状
決
し
難
い
。

『
楽
邦
文
類
』
の
記
述
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
お
く
こ
と
が

許
さ
れ
た
場
合
と
い
う
限
定
条
件
の
も
と
、
加
え
て
あ
く
ま
で
推
論
の
域
を
出
る
も
の
で

は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
を
含
む

〈浄
土
疑
芥
〉
は
、
長
西
の
講
義
を
筆
録
し
た
も
の
と

さ
れ
、
写
誤
も
散
見
さ
れ
る
。
な
か
に
は

「
智
円
疏
」
を

「智
恵
疏
」
と
書
き
損
じ
る
な

ど
、
聞
き
間
違
え
た
か
の
よ
う
な
誤
り
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
仁
岳
新
記
』
に
つ

い
て
も
、

「新
記
」
は

「指
帰
」
を
聞
き
間
違
え
た
結
果
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
実

際
、
長
西
録
に
同
書
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
と
見
る
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
も
し

『
仁
岳
新
記
』
が
別
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
従
来
知
ら
れ
て

い
な
か

っ
た
書
と
な
る
ほ
か
、
何
故

『
長
西
録
』
に
収
録
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
が
問
題
と

な
る
。
吉
田
淳
雄
氏
に
よ
れ
ば
、

『
長
西
録
』
の
成
立
は
、
長
西
が
四
五
歳
か
ら
六
〇
歳

ま
で
、
さ
ら
に
言
え
ば

一
二
三
二
年
前
後
と
し
、

「
長
西
の
修
学
成
果
の
集
大
成
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

（
「
『
長
西
録
』
の
成
立
年
時
に
つ
い
て
」
、

『
中
国
浄
土
教
と
そ
の
展
開

金
子
寛
哉
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
』
二
九
五
頁
、
二
〇

一
一

年
）
と
推
定
し
て
い
る
が
、
集
大
成
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
身
が
引
用
し
た
典
籍
は
網
羅
さ

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
小
山
正
文
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
現
存
最
古
と
さ
れ

る

『
長
西
録
』

（
「寛
永
二
十

一
年
本

『
浄
土
依
憑
経
論
章
疏
目
録
』
」
、

『
同
朋
大
学

論
叢
』
六
二
号
、　
一
九
九
〇
年
、
以
下

『
小
山
本
』
と
略
称
）
に
は
、

「指
帰
」
で
は
な

く
、

「
指
論
」

（小
山
氏
前
掲
稿
二

一
七
頁
）
と
あ
り
、
問
題
は
よ
り
複
雑
化
し
て
い

る
。
何
に
し
て
も
、

『
仁
岳
疏
』
は
種
々
の
問
題
を
学
ん
だ
書
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
希

深

『
阿
弥
陀
経
義
解
』

（以
下
、

『
希
深
疏
』
と
略
称
）
で
あ
る
。

『
長
西
録
』
に
は
撰

者
名
を

「
希
除
」
と
し
、
註
に

「
除
」
が

「染
」
と
な
る
も
の
や

「
希
」
の
字
が
な
い
異

本
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
で
は

「
希
深
」
と
記
さ
れ
る
。
管
見
の
限

り
、
鸞
宿
撰

『
阿
弥
陀
経
諸
解
総
目
』

（
『
続
浄
全
』
巻
四

ｏ
一
八
六
頁
下
）
の
み

「
希

除
」
で
伝
え
て
い
る
。　
一
方
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
か
ら
の
孫
引
き
の
可
能
性
は
考
慮
す

べ
き

（前
掲
拙
稿

「
概
要
」
を
参
照
）
で
あ
る
が
、

『
法
事
讃
私
記
』

（
『
浄
全
』
巻

四

・
七
四
頁
下
）
を
は
じ
め
、
鎮
西
義
諸
師
の

『
法
事
讃
私
記
』
註
釈
書
な
ど
で
は

「
希

深
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

『
小
山
本
』
に
も

「
希
深
」

（小
山
氏
前
掲
稿

二

一
七
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
日
手
軽
に
披
閲
で
き
る

『
長
西
録
』
の
表
記
の
誤
り

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る

（
『真
宗
全
書
』
巻
七
四
所
収
本
も
同
様
）
。

望
割
註
の

「崖
那
抜
多
羅
」
に
つ
い
て
は
、

「崖
」
は

「求
」
の
写
誤
と
考
え
ら
れ
、

「求
那

跛
陀
羅
」
の
こ
と
で
あ
る
と
推
察
す
る
。

巧
拙
稿

「
永
観
撰

『
阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て

―

附

『
阿
弥
陀
経
要
記
』
逸
文

補
遺
―
」

（
『
真
宗
研
究
』
六
二
号
、
二
〇

一
八
年
）
。
な
お
、
当
該
論
致
発
表
時
に
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
巻
四

。
九
丁
左
―

一
三
丁
右

（原
本
に
は
乱
丁
が
あ
り
、
九
丁
の
続
き
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は

一
三
丁
と
な
る
）
な
ら
び
に
同
九
丁
左
の
二
箇
所
の
逸
文
を
見
落
と
し
て
い
た
。
ど
ち

ら
も
他
書
で
知
ら
れ
る
逸
文
と
重
複

（拙
稿
で
の
５９

・
６１
に
該
当
）
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

“
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
書
写
本

（
【
請
求
番
号
】
九
二
―
三
―

一
～
二
）
。
な
お
、
撰

者
で
あ
る
入
阿
に
つ
い
て
、
塚
本
善
隆
博
士
は
鎮
西
義
の
敬
蓮
社
入
阿

（
一
二
〇
三
―

一
二
八
五
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が

（
「
金
沢
文
庫
所
蔵

浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀
観
の

鎌
倉
古
抄
本
」
、

『
浄
土
学
』

（復
刻
版
）
二
輯
、　
一
九
八
〇
年

［初
出
は

一
九
二
三

年
］
）
、
坪
井
俊
映
博
士
に
よ

っ
て
内
容
面
よ
り
諸
行
本
願
義
に
属
す
る
入
阿
空
寂
の

こ
と
で
あ
る
と
の
説
が
提
示
さ
れ

（
「
金
沢
文
庫
蔵

観
経
疏
顕
意
抄
著
者
入
阿
に
つ
い

て
」
、

『
金
沢
文
庫
研
究
』
六
四
号
、　
一
九
五
八
年
）
、
今
日
異
説
は
出
さ
れ
て
い
な

マ
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
書
写
本
断
簡

（
【
請
求
番
号
】
七
五
―
六
―

一

［甲
］

。
二

［乙
］
）
。

８

「慈
恩
大
師
の
阿
弥
陀
経
註
疏
に
つ
い
て
」

（
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
二
号
、

一
九
七
八
年
）

り

『大
須
観
音
―
い
ま
開
か
れ
る
、
奇
跡
の
文
庫
』

（二
〇

一
二
年
）

一
三
四
頁
所
収
の
コ
ラ

ム
、
落
合
俊
典
博
士

「真
福
寺
の
浄
土
教
文
献
」
を
参
照
。
な
お
、
真
福
寺

『
漢
書
食
貨

志
』
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄
氏
の

『
漢
書
食
貨
志
』

（
一
九
二
八
年
）
に

よ
っ
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
撰
号
は

「
聡
肇
」
と
判
読
さ
れ
て
い

た
の
を
、
落
合
博
士
が
確
認
の
上
で
修
正
さ
れ
た
。

「

「基
撰
と
さ
れ
る

『
阿
弥
陀
経
疏
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」

（
『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五

―

一
、
二
〇

一
六
年
）
。
な
お
、
曹
氏
は
、
真
福
寺
本
に
つ
い
て
は
名
古
屋
市
博
物
館
よ

り
落
合
博
士
に
提
供
さ
れ
た
写
真

一
〇
枚
を
用
い
て
研
究
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
未
提

供
の
部
分
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る

（五
〇
六
頁
、
註
０
参
照
）
。

「
以
下
の
引
文
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
原
文
に
付
さ
れ
た
訓
点
や
傍
註
は
削
除
し
、
私
的
に

句
読
点
を
付
し
た
。

観
表
紙
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
に
て
四
巻
分
報
告
済
で
あ
る
が
、
そ
の
後
原
本
を
調
査
す

る
機
会
を
頂
戴
し
た
。
そ
の
際
に
、
当
初

「
湛
容
」
と
し
て
い
た
巻
二
表
紙
右
下
の
袖
書

が
、

「湛
容
之
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
て
訂
正
す
る
。


